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教員研修所研修実施計画 

 教員研修所による現職教員研修計画 2013 年 

 教員研修所による現職教員研修計画 2013～2017 年 
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「子どもの発達を支援する指導法改善プロジェクト （フェーズ2）」開始

指導法改善プロジェクト NEWSLETTER
2011年3月版 第1号

モンゴル国教育文化科学省 国際協力機構（JICA）

「子どもの発達を支援する指導法改善プロジェクト （フェーズ2）」

JICA - コーエイ総合研究所

目次：

プロジェクトの紹介 1

子どもの発達を支援する指導法改

善プロジェクト （フェーズ1）

1

モデル県/区およびモデル校 2

今後の活動計画 2

授業研究とは 2

プロジェクト関係者へのインタビュー 2‐3

研修モジュールの紹介 3

研修の紹介 4

知識や技能を実生活で活用する

力―PISAの結果

4

JICAプロジェクトチームの紹介 4

プロジェクトの紹介

2005年、モンゴルの基礎教育に新しい学習指導要領が導

入されました。この学習指導要領が全国の学校で実践される

ためには、各教員が新しい指導法、すなわち子ども中心の指

導法を身につけることが不可欠です。

モンゴル国教育文化科学省は国際協力機構（JICA）の協

力を得て、2010年4月に「子どもの発達を支援する指導法改

善プロジェクト（フェーズ2）」を開始しました。これは、2006～
2009年に実施された「子どもの発達を支援する指導法改善

プロジェクト（フェーズ1）」の後継プロジェクトにあたります。

プロジェクトの実施期間は2010年4月～2013年3月。フェー

ズ1で作成した教員用指導書と現在作成中の研修モジュー

ルなどを活用して、モンゴル全国に子ども中心の指導法を普

及する制度を構築・強化することを目的としています。

教育研究所、モンゴル国立大学附属 理科教育指導法開

発センター、教員養成大学附属 初等教育指導法開発セン

ター・数学教育指導法開発センター・IT教育指導法開発セン

ターを初めとするフェーズ1の関係者によってプロフェッショナ

ル・チームが結成されました。このプロフェッショナル・チーム

が、研修モジュールを作成、授業研究（2ページ目参照）実

施モデルの構築・定着支援を行います。

本プロジェクトの主な活動は下記のとおりです。

・ 教育文化局の局長・指導主事、学校関係者を対象とする

研修モジュールを作成。

・ 研修モジュールをモデル区/県で試行。

・ 授業研究をモデル校で実施。県/区、学校の指導法改善

を支援。

・ モンゴル全国の教育文化局 局長・指導主事、学校関係

者（代表者）へ研修内容を紹介。

本プロジェクトは下記のような特徴を持っています。

・ 物的な支援ではなく、知的分野に貢献するものであるこ

と。

・ 学校現場と大学間の連携が促進されていること。

指導法普及 戦略図

子どもの発達を支援する指導法改善プロジェクト

（フェーズ1）

学習指導要領が示している「子どもの発達を支援する指

導法」を開発することを目的として、モンゴル国教育文化科

学省とJICAが実施したプロジェクト（2006年4月～2009年8
月）。8教科（物理・化学・人間と環境・人間と自然・算数・

数学・IT・総合学習）の教員用指導書、モニタリング・マニュ

アル、指導書作成マニュアルを作成しました。

モデル校として選定された9校（ウランバートル市第45学
校、第97学校、セトゲムジ統合学校、ドルノド県第5学校、

ハン・オール統合学校、マタド・ソム校、セレンゲ県第1学
校、第4学校、ホシャート・ソム校）では指導書を試行した

他、授業研究を実践して指導法の改善に務めました。

これらのモデル校、ウランバートル市教育局、ドルノド県、

セレンゲ県教育文化局関係者は、現在、プロフェッショナ

ル・チームのメンバーとしてフェーズ2にも貢献しています。



ページ 2
指導法改善プロジェクト NEWSLETTER

2011年3月版 第1号

モデル県/区およびモデル校

モデル県/区として、ウランバートル市ソン

ギノハイルハン区、ボルガン県、ザブハン県

が選定されました。また、ソンギノハイルハ

ン区イレードゥイ統合学校、第12学校、第

67学校、ボルガン県第1学校、ヒシグ・ウン

ドゥル、ホタグ・ウンドゥル、セレンゲ、ゴルバ

ンボラグ・ソムの学校、ザブハン県チャンド

マニ・エルデネ統合学校、トソンツェンゲル、

ソンギノ、バヤンテス、ザブハンマンダル、シ

ルーステイ・ソムの学校の合計14校がモデ

ル校となっています。

これらのモデル区/県、モデル校を拠点と

して、指導法改善のための制度の強化、周

辺地域へ普及を目指しています。

今後の活動計画

・2011年2月～3月：指導法改善を促進する

こと、2010年11月の研修と使用されたモ

ジュールに対するフィードバックを得る目

的で、モデル校での授業研究をモニタリン

グを実施しています。

・2011年11月・2012年11月：ウランバート

ル市、ボルガン県、ザブハン県、ドルノド

県、セレンゲ県の5ヵ所において、指導法

改善および授業研究を紹介する研修を実

施します。

授業研究とは

授業を公開し、他の教員か

ら助言を受けて指導法を改

善すると共に、新しい指導

法/優れた指導法を多くの教

員に広めること。指導案の作

成、授業の実施/観察、検討

会で構成されます。日本では

100 年以上も前から行われ

ており、現在、世界の教育界

から注目を集めています。

この授業研究は指導法改

善の方法として、モンゴル国

教育文化科学省の「2010-
2011 年度の目標」の一つとし

て定められています。

Ts.ナランツェツェグ、教員養成大学附属初等教育指導法開

発センター所長（総合学習指導書作成チーム・リーダー）

フェーズ1は、過去に実施されたどんなプロジェクトよりも注

目を集めたと思います。協力して授業の準備、指導、観察、

結果について討論したことから、関係者がお互いに深く学び

合えたことは特筆すべき点です。

総合学習指導書2、3、メディア教材集は、モンゴルの総合

学習の具体例を知りたいという教員のニーズに合致したものと

なりました。結果、教員は曖昧な聞き伝えではなく、本指導書

に基づいて本格的に総合学習を実施できるようになりました。

子どもも自ら学ぶ意欲を高め、創造的な活動を行うようになり

ました。教員たちによれば、総合学習は他の授業に対しても

良い影響を与えたようです。

3冊の指導書は相互に関連性が強く、3冊で1セットです。チ

ラッと読むのではなく、細かく読んで欲しいです。

М.ガンバット、モンゴル国立大学 物理教育学部長（物理指

導書作成チーム・リーダー）

フェーズ1が始まった頃は、何をしたらよいか分かりません

でしたが、やがて、特定のテーマを元に具体的な指導書を作

成するようになりました。結果、物理チームでは7・8・9年生で

扱われる「電流」をテーマとした指導書を作成、物理の指導

法の特徴やこの単元において研究を進めるステップに加え、

指導案も掲載しました。

これらが教員の指導案作成の助けとなることを期待してい

ます。実際、指導書を試行した教員は、プロジェクト活動で身

につけたことを授業に活用し、自分自身を開発するために努

力しています。他の教員たちにも同じような変化が見られまし

た。

このプロジェクトで行う授業研究とは、教員の指導法を「良

い」「悪い」と評価するものではありません。皆で協力して多角

的に授業を研究し、その研究に基づいて授業準備を行い、

互いに学び合うことが何よりも重要です。

わが国の教育分野の代表者がフェーズ2に積極的に参加

しているのは、大変素晴らしいことです。フェーズ1では、様々

な専門分野を持つ人が協力し1つの問題を解決しました。こ

れは、これまでなかったことです。しかしチームワークに関し

て、私達は引き続き、たくさんののことを身につけなければな

りません。なぜならば、フェーズ1を通して教員と指導主事が

成長したのは、まさに協力の結果だったからです。

Ts.ナムジルドルジ、ウランバートル市第45学校校長 （フェー

ズ1モデル校として授業研究と教材研究の実践方法を身に

付け、試行授業を実施）

フェーズ1が成功裏に実施されたのは、様々な教育機関の

協力があったからです。大学教員の理論・知識と学校教員の

子どもを指導する経験がうまく組み合わさり、指導書はいわば

関係者すべての知的な作品となりました。

伝統的な指導法から子ども中心の指導法に移行する過程

には様々な困難が生じ、授業準備には多大な時間を費やさ

れました。授業後の検討会では、教員を批判する場面も多

かったのですが、やがて互いに支援し合うようになりました。教

員は子ども自身が考えて知識を作る方法を用いるようにな

り、子どもの参加を促し、コンピテンスを身に付けさせることに

注目し始めました。また、授業の内容を実生活に関連させる

ようになりました。

指導法改善が今後、さらに展開されるためには、すべての

指導書をきちんと読む必要があります。学校管理職と教員は

子ども中心の指導法と授業研究について統一した理解を形

成すること、その共通理解に沿った授業を実践すること、授

業研究を行うことが必要だと思います。また、各学校に適した

マネジメントを開発する必要があります。

続きはページ3をご覧ください。

プロジェクト関係者へのインタビュー



Yo.アルタンゲレル、ドルノド県ハン･オール統合学校学習マ

ネージャー（フェーズ1モデル校）

フェーズ1の優れた点は、高レベルの理論・知識を有する

大学教員と、子どもに接した豊富な経験を持つ初等・中等

学校教員が連携できたことです。私達は授業研究をいかに

実施するか、教具や教材をどのように準備するかについて

学び、チームワークの重要性を理解しました。

最初のころは、子どもたち自らが知識を作る過程におい

て、多大な時間が費やされましたが、徐々にこのような問題

はなくなりました。教員は授業に必要となるものを合理的に

計算・準備し、生活に基づいた内容を扱うことを重視するよ

うになりました。また、身近な材料を使って実験器具等を作

るようになりました。子どもにも、授業に積極的に参加するよ

うになるなどの変化が現れました。

フェーズ2では、これまでプロジェクトに参加していない教員

と指導主事向けの研修を実施し、教員全員に指導書をマ

ニュアルとして活用してもらう必要があります。また教員たち

が教科ごとにチームを結成し、協力して授業研究を実践して

いくことが重要でしょう。

L.ソブダー、セレンゲ県教育文化局指導主事長（セレンゲ

県のモデル校3校における試行授業の実施を支援）

フェーズ1では、試行授業の準備、授業の観察、検討会

を通じて、指導案を改善するための助言を行いました。多く

の時間がかかること、必要な機材・備品等が不足するなど

の問題がありました。

けれどプロジェクトを通して、指導法に対して問題意識を

持つようになった他、問題解決の方法、仮説の設定方法、

授業研究の実施方法を身につけることができました。

協力して問題を解決するよう働きかけたことで、子どもの

学習に対する意欲を高めることができました。セレンゲ県の

モデル校以外の教員280名を対象に指導法改善研修も実

施しましたが、良い成果が得られました。

教員が心から仕事を行うようにさせることは、指導法改善

における課題です。教員が授業準備にもっと時間を費やし、

授業観察・検討会を通じて指導案を改善できるように、授

業研究を定着させる必要があります。

プロジェクトへの参加を通して、学校と教育局の関係者が

互いに学び合えるようになりました。プロジェクトの関係者はこ

のような協力体制に満足しています。

ページ 3

演習：経験と教訓

ソンギノハイルハン区に

おける研修

演習：一般モジュール

教科グループ：総合学習

現在、プロジェクトで作成中の「研修モジュール」について、下記に紹介します。

本モジュールでは、学習指導要領および子ども中心の指導法について解説を行い、各教科

（物理・化学・人間と環境・人間と自然・算数・数学・IT・総合学習）における子ども中心の指導

法の展開、「授業研究」の実践方法を紹介しています。

指導法改善活動は、教員が子ども中心の指導法を身につけるだけでは、進展しません。教

員を支援する立場にある教育文化局や学校管理職の理解、関係者が一丸となって取り組む

ことが不可欠です。そのため、教員用モジュール（指導主事・教員対象）に加えて、指導法改

善を促進するマネジメントについて紹介する管理職用モジュール（教育文化局長・研修担当、

学校管理職対象）も作成しています。

2010年11月には、モデル区/県を対象に、本モジュールを活用した研修が実施されました。

研修受講者からのフィードバックやモデル校における授業研究のモニタリング結果に基づい

て、本研修モジュールはさらに改善されていく予定です。

人間と環境の検討会数学グループ・ワーク 算数の授業観察の様子

ボルガン県における研修

研修モジュールの紹介

プロジェクト関係者へのインタビュー （続き）
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2010年11月、モデル県/区教育文化局およびモデル校関係者を対象として研修を実施

しました。（ソンギノハイラハン区：11月1～5日、ボルガン県：12～16日、ザブハン県19～

23日）

本研修は、受講者が学習指導要領に基づいた指導法改善および授業研究の方法につい

て理解を深めること、指導法改善における各自の役割を理解し、実践する能力を身につけ

ることを期待するものです。

学習指導要領について理解を深めるとともに子ども中心の指導法について共通認識を持

てるよう、研修1日目は全対象が合同で活動を行いました。2～3日目には、各教科におけ

る子ども中心の指導法、そして指導法改善の手法としての「授業研究」が紹介されました。4

日目に授業実施・観察・検討会を実施し、参加者が実践を通して授業研究について理解を

深めた後、5日目に「今後どのように指導法改善を実施していくか」について組織ごとに計画

を立てました。

ザブハン県における研修

研修1日目の様子

化学の授業観察の様子

物理の授業観察の様子

教員用モジュール 管理職用モジュール

対象 ・教育文化局指導主事

・教員

・教育文化局局長・研修担当

・校長

・学習マネージャー

対象教科 物理・化学・人間と環境・人間と

自然・算数・数学・IT・総合学習

研

修

の

内

容

1日目 ・子ども中心の指導法概論

・日本における授業研究の紹介

・授業研究概論

・フェーズ1の経験の紹介

全対象同じ内容

2日目

午前
・フェーズ1で開発した指導法の紹介 ・研修の学びを各組織でどう活かすか

・授業研究実施・定着のための計画策定

・授業研究を実施する法的環境およびマネ

ジメント

2日目

午後
・教材研究と注意点

・子どもの躓きとその予測

・授業研究参加者の役割

「教員用モジュール」の活動に参加。

3日目 ・4日目に実施する授業の準備 「教員用モジュール」の活動に参加。

4日目

午前
・授業の実施・観察

・検討会の実施

「教員用モジュール」の活動に参加。

4日目

午後
・指導案の改訂 ・教育局・学校計画に授業研究実施を反映

5日目 ・教育局・学校ごとの授業研究実施

計画策定

・計画について発表

全対象同じ内容

JICAプロジェクトチームは、下記の7名と通訳のノルジマ、ガンバートル、

運転手バトガーから構成されます。

知識や技能を実生活で活用する力

―PISAの結果

OECDは、2010年12月7日、「学

習到達度調査（PISA: OECD Pro-

gramme for International Student

Assessment）」の結果を発表しまし

た。これは、2009年に65ヵ国･地域

の15歳、約47万人が参加して実施

された調査の結果です。

PISAは3年ごとに実施され、15歳の

生徒が基礎教育で身につけた知識・

技能を実生活で活用する力を測るも

の。日本は読解力が8位、数学的応

用力が9位、科学的応用力が5位で

した。3科目の上位10カ国・地域の

半数以上がアジア勢でした。PISAで

求められているのは知識を活用する

能力であり、これは世界的な流れに

なっています。

モンゴルの基礎教育は、知識や技

能を活用する力を育てていますか？

モンゴルの15歳の読解力、数学的

応用力、科学的応用力は十分に

育っていますか？

PISAについての詳細は下記URLを

参照下さい。
http://www.oecd.org/
dataoecd/51/27/37474503.pdf

研修の紹介

JICAプロジェクトチームの紹介

住所：
Room 119,
Government Building III
Ministry of Education, Culture
and Science, Baga toiruu-44,
Ulaanbaatar, Mongolia

Tel/Fax：+976-11-322552
E-mail: jicacctm@gmail.com

＊ 本ニューズレターは、モンゴルの読者向けに作成したモンゴル語版を基にしたものです。

石井 徹弥 総括／研修計画１

鈴木サヤカ 研修計画 2 ／モニタリング・評価

鎌田 正裕 指導法普及（理科）

高畑 弘 指導法普及（算数・数学）

福地 昭輝 指導法普及（理科・総合学習）

松浦 執 指導法普及（IT）

ヒシゲバヤル・バダムサンブ 研修実施／授業研究支援
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授業研究とは

本プロジェクトでは、「授業研究」という手法を使って、教員

の指導法改善を推進しています。授業研究は、1) 授業の準

備（教材研究を背景として）、2) 授業の実践（研究授業）と

他の教員による観察、3) 授業についての検討会 という3つ

のステップで構成されています。授業を実施する教員は、授

業を観察した教員等から助言をもらって指導法を改善するこ

とができます。また、観察する教員も、授業を実施する教員

の新しい指導法/優れた指導法を学ぶことができます。

この授業研究は日本では100年以上も前から行われてお

り、世界の教育界から注目を集めています。モンゴル国教育

文化科学省も授業研究の有効性を認め、「2010-2011年

度の目標」において、「義務教育学校の各教員は授業研究

の実践方法、つまり新指導法を研究するとともに、各校は授

業研究実施計画を策定し、今年度において2回以上の授業

研究を行うこと」と定めています。

モデル校での授業研究実践の様子

プロジェクトのモデル校では、2011年2～3月、授業研究が

実践されました。

プロフェッショナル・チームとプロジェクトチームは、1) 2010

年11月にプロジェクトが実施した研修の成果及び問題点を確

認すること 2) 各モデル校の授業研究実践に対して助言す

ること、を目的に、モニタリングを実施しました。

ニューズレター第2号では、各モデル校で実施された授業

研究の様子を、モデル校から寄せられた声を基にご紹介しま

す。

ウランバートル市ソンギノハイルハン区

ウランバートル市ソンギノハイルハン区では、イレードゥイ統

合校、第12学校、第67学校が本プロジェクトのモデル校とし

て活躍中です。

イレードゥイ第3小学校の総合学習では、子どもたち自身が

「水」というテーマを設定し、テーマに即した課題についてグ

ループごとに研究を行いました。研究授業となった中間報告

会では、子どもたちから「アパート地区とゲル地区の水利用に

ついての比較」など興味深い発表がなされ、調査の過程に

おいて教員が良きアドバイザーの役割を果たしていたこともう

かがえました。

第67学校の化学の研究授業では実験が行われ、子どもた

ちの観察力や授業への関心・参加度合が向上している様子

が確認できました。これまでの授業では実験を行う機会が少

なかったため、実験の実施には困難もありました。今回の研

究授業、授業後の検討会を通して、「授業を通して何を子ど

もたちに理解させること」や「子どもたちの回答をあらかじめ予

測しておくこと」が、子どもたちの積極的な活動を促すことが

分かりました。

子どもの発達を支援する指導法改善プロジェクト（フェーズ2）

モンゴルでは2005年、初等・中等教育に新しい学習指導要領が導入されました。新し

い学習指導要領では、子どもたちに自ら知識を構築していく力を育成することが求められ

ています。この指導要領が全国の学校で実践されるためには、各教員が新しい指導法、

すなわち子ども中心の指導法を身につけることが不可欠です。

モンゴル国教育文化科学省は、国際協力機構（JICA)の協力を得て、2010年4月から

「子どもの発達を支援する指導法改善プロジェクト（フェーズ2）」を開始しました。

プロジェクトの目標は、フェーズ1（2006～2009年）で作成した教員用指導書と現在、

作成中の研修モジュール等を活用して、モンゴル全国に子ども中心の指導法を普及す

る制度を構築・強化することです。

モンゴル国立大学、教育大学、教育研究所、教育文化局及びフェーズ1の関係者で

結成された「プロフェッショナル・チーム」、モデル区・県であるソンギノハイルハン区、ボル

ガン県、ザブハン県と共にプロジェクトを実施しています。

数学の研究授業の様子

（セレンゲ・ソム校）
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ボルガン県

ボルガン県のモデル校は、第1学校、ヒシグ・ウンドゥル・ソ

ム校、ホタグ・ウンドゥル・ソム校、セレンゲ・ソム校、ゴルバン

ボラグ・ソム校の5校です。

ヒシグ・ウンドゥル・ソム校の「人間と自然」の研究授業でも

実験が行われました。観察を通して結論を出すことを子ども

たちに学ばせたいと考えています。実験器具などの教具は

不足していますが、身近な材料で器具を作るなど、工夫し

ています。今回の授業研究を通して、安全管理の重要性に

気付いたそうです。

ザブハン県

ザブハン県では、チャンドマニ・エルデネ統合校、トソンツェ

ンゲル第1学校、ソンギノ・ソム校、バヤンテス・ソム校、ザブ

ハンマンダル・ソム校、シルーステイ・ソム校の6校がモデル

校として活躍しています。

ソンギノ・ソム校の「人間と環境」の研究授業では、子ども

たちがすでに持っている知識や理解を考慮した教材を準備

しました。今回の経験から、授業の準備がよくなされれば、

授業が成功することが分かりました。授業研究は教員同

士、教員と子ども、そして子ども同士が学び合う機会を提供

してくれます。授業研究に関わった教員は、自分自身の指

導法を改善していきたいという強い意欲を持つようになりま

した。

シルーステイ・ソム校のＩＴの研究授業では、日頃、消極的

な子どもも授業に活発に参加している様子が観察されまし

た。これまで実施されてきた公開授業では、授業者が1人で

全てを行わなければなりませんでした。しかし、この授業研

究では複数の教員が協力して授業の準備を行います。ＩＴの

授業を実施した教員は「授業準備を通して、経験豊富な他

の教員から学ぶことができた」とコメントしています。もちろん

授業のすべてが計画通りに行われたわけではありません。け

れど、今後の授業をより良くしていくための経験として、今回

の授業研究は大変良いものでした。

授業研究の成果と課題

今回の授業研究を通して、ほとんどのモデル校が下記のよ

うな成果があったと報告しています。

・授業の準備が大切であることが理解できた。

・教員同士協力して授業の準備を行い、助言し合うことで

大きな学びを得ることができた。

・子どもがすでに持っている知識や理解に基づいた準備を

行うこと、子どもの反応を予測しておくことが重要であると

気づいた。

・教員の指導法が変わったことにより、子どもたちにも変化が

現れている。（授業への積極性、チームワークの向上など）

一方、下記のような困難もありました。

・授業の準備に時間を要する。

・同じ教科の教員が少なく、専門分野に関する助言を得られ

にくい。

・実験器具などが不足している。

各学校では、身近なものを利用して実験器具を作るなど、

様々な工夫して困難を乗り越えました。また、校長や学習マ

ネージャーの協力も円滑な授業研究の実施には欠かすこと

ができないものでした。

授業研究実践セミナー開催

2011年6月2～4日、モデル区/県関係者、プロフェッショナル・チームメンバーなど100人

余りが集まって「授業研究実践セミナー」が開催されました。

セミナー1日目には各区/県における指導法改善の取り組みが紹介され、授業研究実践が

もたらした教員と子どもの良い変化、今後の課題等が共有されました。2日目には、プロジェク

ト・フェーズ1から指導法改善に携わってきた教員による研究授業が行われ、参加者間で活発

に意見交換が行われました。最終日は、プロジェクト専門家が「初等教育と中等教育における

授業研究の違い」、「学力テストでは測れない子どもの能力を測る方法-プロセススキルを確認

する一例」について講義を行った後、モデル区/県における2011/2012年度の指導法改善計

画策定準備作業が行われました。

セミナー参加者の発表から、授業研究実践が教員のみならず、子どもにも良い変化をもたら

すことに気付き始めている様子がうかがえました。「子どもが授業に関心を持つようになった」、

「自分の考えや気持ちを表現するようになった」という声が聞かれました。

また本セミナーでは、ウランバートル市、ボルガン県、ザブハン県のプロジェクト関係者が、初

めて一堂に会しました。それぞれの成功体験や抱えている困難について語り合うことを通して、

互いに良い刺激を受ける機会となったようです。

バヤンテス・ソム校による発表

プロジェクト専門家による講義

算数分科会



1．研究授業としてふさわしい授業

外部から観察者を招くような研究授業では、観察者にとっ

ても下記のような学びがある研究授業を行う必要がありま

す。

・指導にはたくさんの方法があることに気づく。

・子どもの成長しようとする力の素晴らしさに気づく。

・教材を見る目が鍛えられる。

・子どもたちの思考過程を見る目が鍛えられる。

上記のような学びのある授業とは、新しい概念、新しい考

え方、新しい現象を扱う授業、子どもたちの思考力を鍛える

ような問題解決の授業、子どもと教員、子ども同士のやり取

りの中で、子どもが成長する姿が分かるような授業です。

逆に、単純作業の繰り返しだけ、計算練習だけ、試験、読

書だけの授業は研究授業にはふさわしいとは言えません。

授業研究会の日にそのような授業が当たってしまう場合に

は、スケジュールを調整する必要があります。

2．研究授業の生徒

授業者はできる限り、自分が日頃担当していて十分そのレ

ベルや能力および性質について知っている子どもたちを対

象に授業を行うべきです。子ども全員を授業に参加させて、

全員を成長させるためには、授業の中で、それぞれのレベ

ルや能力および性質に合わせた質問や発表をさせる必要

があるからです。

3．指導案について

授業の準備は、大変重要な授業研究のプロセスです。授

業を計画する際に、授業のテーマをきちんと絞ることが重要

です。例えば、理科の場合、1コマの授業で3つも4つも実験

を扱うことはできません。

指導案には、子ども観（つまり、子どもの日常経験、既習事

項、前時学習の概要）についての説明が必要です。その時

間の授業で、「どのような子ども（授業前の子どもの姿）」を

「どのような子ども（授業後の子どもの姿）」に変えるかを明確

にしなくてはなりません。

4.授業の実践について

1) 情報機器の使用：

普段の授業ではプロジェクターを使用していないのに、研

究授業のときにだけ無理に使用している、ということはないで

しょうか？情報機器を使用する際には、それを授業の流れ

の中にきちんと位置付ける必要があります。

2) 黒板の使用（板書）

日本の小学校では、1コマの授業中、教員が何度も黒板を

書いたり消したりすることはあまりありません。子どもたちが黒

板をノートに写せば、その時間の流れが把握できるように計

画して書かれているからです。

授業研究においても、板書は大切な観点です。観察者も

その板書を見て、授業者の意図を知ることができます。一

方、授業を行う教員にとっても、事前に板書計画を行うこと

によって、自分の授業計画が具体的かつ明確になり、改善

点が見えてきます。

3) 子どもへのご褒美

授業中に、子どもたちに褒美のものを与えている授業もあ

るようです。これは、子どもの学習意欲を高める方法として、

本当に適切でしょうか？他にも学習意欲を高められる方法

はあるはずです。普段から、生徒をよく観察していれば、どの

ような場面で何を褒めたら効果的かが分かります。

4) 時間配分

授業は時間内に終わらせることが原則ですが、計画通りに

授業を行おうという考えは「子ども中心」の考え方にはなじみ

ません。その時の子どもの様子を見て、時間の配分を変更

していくことこそ、「子ども中心」ではないでしょうか。

5．授業観察について

1) 観察者の役割

授業観察を行う際には、観察者の役割をあまり分業化し

ない方がいいでしょう。分担された役割だけではなく、授業

全体も見るようにしましょう。授業全体を見ることで、授業の

良し悪しも分かりますし、観察者にとって新しいことを学ぶ機

会ともなります。

特定の子どもに注目して観察する場合は、その目的を明

確にしてください。

2) 観察の観点

授業者は、事前に授業研究のテーマを観察者に伝え、ど

んな視点で観察して欲しいかを明らかにしておきましょう。ま

た何より、子どもの反応に気を付けてください。子どもの顔が

見えるところで観察するのが基本です。

3) 観察で点数をつけることについて

通常、日本の授業研究では、教員に得点をつけるような

評価は行っていません。

6. 授業検討会

授業後の検討会は、授業を行った部屋で実施するのが理

想です。授業で使用した黒板や掲示物、実験器具を置いて

おくと、話し合いが活発になり、改善点も指摘しやすくなりま

す。

ページ 3

授業研究に対するプロジェクト専門家からのアドバイス

より有意義な授業研究を行っていただくために、プロジェクト専門家からのアドバイスをいくつか紹介します。
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国立教員養成大学の関係者を対象とする「授業研究」実践方法紹介のための研修

プロジェクトチームは、教育文化科学省及び国立教員養成大学との協力のもと、2011

年8月29～30日に、国立教員養成大学の12校の管理職や教員を対象に「授業研究」

実践方法と研修モジュールを紹介する研修を予定しています。

子ども中心の指導法普及のための研修

各区/県の教育文化局およびプロジェクトのモデル校を対象に、1)子ども中心の指導

法および授業研究に関する知識を深め、2)指導法改善における各自の役割を認識し、

3)授業研究を実践する能力を養成する目的で研修を実施することを計画しています。

2011年11月にウランバートル市（2ヵ所）、ボルガン県、ザブハン県、セレンゲ県、ドルノ

ド県にて開催の予定です。

2011年6月、プロジェクトの新コーディネータとして、N.オユンツェツェグ氏が任命され

ました。

今後の予定

プロジェクト・コーディネーター紹介

住所：
Room 119,
Government Building III
Ministry of Education, Culture
and Science, Baga toiruu-44,
Ulaanbaatar, Mongolia

＊本ニューズレターは、

モンゴルの読者向けに作成

したモンゴル語版を基に

したものです。

JICAプロジェクトチーム連絡先

指導法改善は、継続が肝心です。これからもプロジェクトチームは、プロフェッショナル・

チームと共に、モンゴルの指導法改善のために具体的な支援を行っていきます。

プロジェクト・コーディネーター挨拶

教育分野では数多くのプロジェクトが実施されていますが、本プロジェクトは、教員の指

導法改善や学校における現職教員研修制度構築に重要な役割を果たしていることが

特徴です。フェーズ1で8教科の指導書を作成したことについて、皆さんはすでにご存じ

のことと思います。フェーズ2では1年目に、モデル校の管理職と教員を対象に授業研

究実践方法に関する研修を実施しました。またプロジェクトが実施した日本での研修に

プロフェッショナル・チームから9名、JICAの実施するその他の研修に18名のモンゴルの

指導主事および教員らが参加しました。プロジェクトの2年目には、38名の指導主事およ

び教員が日本での研修に参加する予定です。また、11月から授業研究実践方法を全

国に普及するための研修が開始します。

授業研究は子ども中心の指導法改善に重要な役割を果たします。授業研究が実施

される体制を強化することによって、教員の指導法改善がさらに発展するものと信じて

います。

プロジェクトチームより

2011年3月11日に日本を襲った東日本大震災に際しては、プロジェクトのモデル校を

始め、多くのモンゴル教育関係者から寄付や温かい励ましの言葉をいただきました。この

場を借りて御礼申し上げます。

日本の教員は忙しい？

日本の小学校の教員は、平均

して1週間に18.8時間、中学校

では14.6時間の授業を教えてい

ます。（1週間の勤務時間は原

則40時間です）。モンゴルの教

員と比べると、教室で教えている

時間が短いと感じるかもしれませ

ん。

教員の仕事は授業をすること

だけではありません。教材研究な

ど、教科指導の準備、試験問題

の作成や、成績処理、また子ど

もたちが学校にいる間は、課外

指導、部活動の指導、安全管理

の責任があります。他にも、保護

者対応、学校行事、職員会議、

校内や教育委員会への報告書

作成など様々な仕事に従事して

います。

多くの教員は、会議や報告書

作成にかかる時間をやりくりしな

がら、少しでも子どもと向き合う

時間を増やしたいと考えているよ

うです。モンゴルの教員の皆さん

はいかがですか？

文部科学省「平成22年度学校

教員統計調査中間報告」より

（データは2010年10月1日現

在）

Tel/Fax：+976-11-322552
E-mail: jicacctm@gmail.com

ウェブサイト
http://www.jica.go.jp/project/mongolia/004/
index.html
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研修開催地と参加者 

2011年11月に、｢指導法改善を全国に展開するため

の地域別研修｣が下表のとおり6地域において成功裏に

開催されました。 

本研修はプロフェッショナル・チームメンバーの

他、2011年10月21-22日の講師研修を受講したウラン

バートル市、ボルガン県、ザブハン県、ドルノド県、

セレンゲ県の指導主事等によって実施され、合計595名

の参加者が出席しました。 

研修プログラム 

本研修は、｢子ども中心の指導法｣と指導法改善の方

法としての授業研究を紹介するとことを通して、各区/

県で子ども中心の指導法を実践する中核となる人材を

育成することを目的としています。 

 研修1日目は、参加者全員にモンゴル国の教育改革

について理解を深めてもらうとともに、子ども中心の

指導法、指導法改善の方法としての授業研究、本プロ

ジェクトの経験等について紹介を行いました。 

 研修2-3日目は、各教科における子ども中心の指導法

の実践方法、授業研究の実践方法について理解を深め

てもらうための講義や実習を行いました。指導主事、

学校管理職は教員と共に活動する一方、講師や他の参

加者に対して「管理職として直面する指導法改善上の

困難」を共有するとともに、本プロジェクトのフェー

ズ1、フェーズ2で指導法改善に努めてきた指導主事や

学校管理職の経験に学ぶ時間も持ちました。 

 研修4日目には教科ごとに授業研究会を開催しまし

た。会場校の協力を得て、学校の休みの期間中に研究

授業を実施するクラスの子どもたちに集まってもら

い、研修参加者が協力して作成した授業案を用いて授

業を行いました。参加者はその研究授業の実施・観

察、検討会に参加し、授業研究のステップを具体的に

体験しました。 

 5日目には、区/県チームごとに作成した活動計画が

発表され、講師・参加者が今後も継続して指導法改善

に取り組んでいくことを確認して本研修は幕を閉じま

した。 

子どもの発達を支援する指導法改善プロジェクト（フェーズ2） 

 モンゴルでは2005年から初等・中等教育に新しい学習指導要領、2008年から国

家教育プログラムが導入されました。これらの新しい学習指導要領と国家教育プ

ログラムでは、子どもたちに自ら知識を構築していく力を育成することが求めら

れています。この指導要領が全国の学校で実践されるためには、各教員が新しい

指導法、すなわち子ども中心の指導法を身につけることが不可欠です。 

 モンゴル国教育文化科学省は、国際協力機構（JICA)の協力を得て、2010年4月

から｢子どもの発達を支援する指導法改善プロジェクト（フェーズ2）｣を開始し

ました。 

 プロジェクトの目標は、フェーズ1（2006～2009年）で作成した教員用指導書

と現在、作成中の研修モジュール等を活用して研修を実施し、モンゴル全国に子

ども中心の指導法を普及する制度を構築・強化することです。 

 モンゴル国立大学、教育大学、教育研究所、教育文化局及びフェーズ1の関係

者で結成された｢プロフェッショナル・チーム｣、モデル区・県であるソンギノハ

イルハン区、ボルガン県、ザブハン県と共にプロジェクトを実施しています。 

日程 会場校 対象 

11月 

1～5日 

ソンギノハイルハン区

イレードゥイ統合校 

ウランバートル市6区 

11月 

10～14日 

バヤンズルフ区第８５

学校 

ウランバートル市郊外区と４

県の代表者 

11月 

11～15日 

ボルガン県第1学校 ボルガン県モデル校、ハンガ

イ地域3県の代表者 

11月 

11～15日 

ザブハン県チャンドマ

ニ・エルデネ統合校 

ザブハン県モデル校、西部4県

の代表者 

11月 

11～15日 

ドルノド県ハンウール

統合校 

ドルノド県および東部2県の代

表者 

11月 

12～16日 

セレンゲ県第1学校 セレンゲ県および中部3県の代

表者 
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研修の様子 

 いくつか、印象深かった研修の様子をお伝えします。 

・ 研修参加者の中には、この研修以前にも授業研究について見聞きしたり実践した

りしたことのある人たちも尐なくありませんでした。けれど、本研修を受講し

て、｢過去の授業研究に対する理解が不十分であったことが分かった｣、｢（自分の

区/県に戻ったら）研修での学びを実践したい｣という声が多数、聞かれました。 

・ 8教科の研修が同時に行われたことで、教科間の関連もある程度考慮されました。

例えば、｢人間と自然｣の研究授業では圧力の単元が扱われるにあたって、物理担

当の講師から中学の物理への展開について助言を得る場面もありました。 

・ 講師-参加者間、参加者間のネットワークを構築する機会にもなったようです。互

いに連絡先を交換する姿が頻繁に確認されました。また、研修を実施した県の中

には、周辺県への講師派遣に意欲的な県もありました。 

・ プロフェッショナル・チームに加えて、区/県チーム（指導主事および市県内の教

員）のメンバーが講師を務めたので、より実践的な指導が行われた。非モデル県

の研修参加者は、モデル県チームが指導法改善に取り組む様子を見て、自分たち

も急いで指導法改善に取り組まねばならないと刺激を受けたようです。 

今後の課題 

 ｢子ども中心の指導法｣と指導法改善の方法としての授業研究を紹介し、各区/県に

おける指導法改善の中核となる人材を育成するという本研修の目的は、一定程度、達

成されたと考えられます。しかしながら、各区/県で子ども中心の指導法が実践され

るためには、5日の研修会だけでは十分とは言えません。今後も継続した努力が必要

です。 

 5日間の研修を受けて参加者は、自分たちで県内あるいは校内で指導法改善研修を

計画、実践できると思ったかもしれません。しかし実際に、研修の計画や講義の準備

に取り掛かると、様々な課題に直面することでしょう。問題の解決のためには、プロ

ジェクト・チーム、プロフェッショナル・チーム、モデル区/県の教育局に相談くだ

さい。 

教員養成大学対象の研修開催 

土についた足跡を確認する 

（｢人間と自然｣の研究授業） 

 研修会では講師・参加者

に名札を配布しました。地

域や立場を超えて、互いに

交流して欲しいと考えたか

らです。 

 この名札は、Association 

of Parents with Disabled 

Childrenのお母さんたちの

手作りです。プロジェクト

では、すべての子どもたち

が良い教育を受ける機会を

得られることを願っていま

す。 

中間レビューの受け入れ 

2011年8月29～30日、教育省、国立教育大学と協力し、教員養成課程を有する国立

および私立大学の教員を対象に、研修を開催しました。本研修の目的は、授業研究の

実践方法やプロジェクトで開発している研修モジュールをこれらの大学において活用

する可能性を模索することです。 

本研修では、「子ども中心の指導法や授業研究について、もっと情報を得たい」と

いう声も聞かれました。今後も引き続き、モンゴルで教員養成を行っている大学に対

して、これらの情報を紹介していきたいと思います。 

JICAでは、プロジェクト期間の中間時点で、そのプロジェクトの妥当性を再検討するとともに、有効性、効率

性の観点から目標の達成見込みを確認するための「中間レビュー」を実施しています。中間レビューではプロ

ジェクトの促進要因、阻害要因についても確認し、レビュー結果はプロジェクト後半の計画の見直しにも役立て

られるのです。 

2011年9月4～22日、子どもの発達を支援する指導法改善プロジェクト（フェーズ2）も中間レビューを受け入

れました。本プロジェクトの妥当性、効率性は高いと評価された一方、「各区/県教育局が既存の現職教員研修等

の仕組みを活用することにより、現職教員に対して新指導法を普及していく体制が強化される」というプロジェ

クト目標達成のためには、いくつかの課題も確認されました。モデル区/県、非モデル区/県の人材育成、指導法

改善を実施する体制強化（プロフェッショナル・チームの組織化を含む）への継続した取り組みが求められまし

た。 



教材研究は「教育内容について教育的立場から行う

研究」と定義することができる。定義にある「教育的

立場から」には大きな広がりがあり、例えば下記のよ

うなことを含むと考えられる。 
 

・ 教育内容に関する知識*1：深い理解があればあるほ

ど、面白い授業を展開することができる。（教材

研究の学問的な側面） 
 

・  教育内容の文化的・歴史的・社会的・教育的価値

への考察 
 

・  この教育内容を通して、子どもたちに育成しよう

としている能力の検討 
 

・  子どもたちの精神面の発達段階（知性、感性な

ど）への理解*2：子どもたちが興味を持って授業に

参加し、理解できるように教育内容を編成するた

めに必要。 
 

・  当該年齢の子どもたちは一般的に、どのような発

達段階にあるのか。それにふさわしい指導法はど

のようなものか？ 
 

・  当該クラスの子どもたちはどのような発達段階に

あるのか（子ども個人個人で違う）。それにふさ

わしい指導法はどのようなものか？ 
 

・  子どもたちが興味を持ち、理解できるような教育

内容の順序・展開方法 
 

・ 子どもたちの思考過程の研究：子どもたちが興味

を持って授業に参加し、理解できるように教育内

容を編成するために必要。 
 

・ 当該年齢の子どもたちは一般的に、どのような思

考過程を持っているか。それにふさわしい指導法

はどのようなものか？ 
  

・ 当該クラスの子どもたちはどのような思考過程を

持っているか（子ども個人個人で違う）。それに

ふさわしい指導法はどのようなものか？ 

・ 子どもたちが興味を持ち、理解できるような教育

内容の順序・展開方法はどのようなものか？ 

 

 教員は、この「教材研究」を日常から継続して行う

必要がある。日本では、熱心な現場の教員のおかげ

で、様々な単元についての研究成果が蓄積されている

（特定教科の雑誌や学会誌、書籍など）。モンゴルで

も教員たちが自分の研究成果を発表できる場所や機会

として学会や雑誌などがあるのが望ましい。 
 

 教員は、自分自身が日常から行っている「教材研

究」および過去の教員等が行った研究成果を参考に、

一つの授業の計画・準備を行う。 

注） 

教材研究についての基本的な考え方は、多くの教科で

共通であるが、具体的な内容については、教科によっ

てある程度異なることがある。たとえば、上で述べた

項目について、理科では次のような特徴がある。 
 

*1：教育内容に関する知識 
 

 理科では、実験や観察を中心に授業が進められるの

で、授業で取り上げる実験・観察についての教員の知

識や理解が大切である。特に、安全に実験を進めるた

めには何が必要であるか、生徒にとってわかりやすい

実験・観察結果を得るためには何に気をつければよい

か、などについては事前に確認しておくことが大切で

ある。したがって、これを確認するための実験（予備

実験）も、重要な教材研究である。 

 

*2：子どもたちの精神面の発達段階への理解 
 

大人にとって、容易と思える実験・観察も、子ども

にとってはその原理や仕組みを理解できなかったり、

あるいは、作業が複雑で子どもには無理なことも多

い。そこで、教員は子どもの発達段階を考え、常に子

どものレベルに適した実験・観察方法を準備する必要

がある。 
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教材研究とは？ 

教材研究を、ある40分間の授業のための準備としてとらえていないでしょうか？今回は、指導法普及担当 

高畑専門家および鎌田専門による教材研究についての解説を紹介します。 

第2回授業研究モニタリング 

 2011年9月中旬～10月中旬、ウランバートル市、ボルガン県、ザブハン県のモデル

校における授業研究の実施状況を確認するため、授業研究モニタリングを実施しま

した。 

 実験を積極的に取り入れている授業、生活に関連する内容を盛り込んでいる授業

が確認できました。また、同じ地域に属する他の学校から観察者を受け入れている

研究授業もありました。一方で、観察者に見せることに重点を置き、子ども1人1人

の学びに十分気を配ることのできていない授業もありました。 

 授業研究を継続して実施することで、教員同士の学び合いの場となっていくこと

を期待しています。 
子どもが発見したり考えたりす

る授業ができていますか？ 
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 モデル区/県の指導主事およびモデル校の学習マネージャー・教員の代表者

（合計22名）が日本で2週間の研修（2011年9月26日～10月8日）に参加しまし

た。本研修の目的は、1)日本の現職教員研修制度について知ること、2)子ども中

心の指導法について理解を深めることです。 

 日本の教育制度を紹介する講義、授業計画や板書作成に関する講義、教材研究

および学力調査に関する講義を受講した他、東京都と長野県の研修センターを見

学しました。また小・中・高校を訪問し、これまで養ってきた｢授業を見る目｣を

活かして、理科、算数・数学、ITの授業を参観しました。 

 研修参加者は、日本の教員の指導法について学びを深めただけではなく、様々

な形で実施されている現職教員研修の仕組みについても学びを深めたようでし

た。日本では、都道府県教育委員会が教員の経験年数（1年、5年、10年等）に応

じた研修や階層別（主幹、教頭、校長）の研修を開催しています。一方、各学校

においては、｢校内研究｣や自主的な研修会が開催されています。 

 この｢校内研究｣とは、各学校の教育目標を達成するために、校内で共通テーマ

を設定して取り組むものです。まず、教育目標に照らして当該校の子どもたちが

どうであるか、実態を調査します。その後、研究テーマとして、当該校の子ども

たちに｢どのようになって欲しいか｣を検討し、研究テーマ（例：｢コミュニケー

ション力を身につけ、自分の思いを伝えられる子どもを育てる｣、｢自ら学び進ん

で考える子どもを育成する｣）を設定します。そして、どのような活動を行えば

研究のねらいを達成できるか仮説を立て、各教科の内容・活動、学校生活を計画

します。校内研究には授業研究が活用されています。校長や副校長、教員が研究

授業を参観し、校内研究のテーマである｢育ってほしい子どもの姿｣に貢献する授

業であったかという視点から討議を行います。大学教員、指導主事、退職した校

長など外部講師から助言を得たり、保護者を招いた研究成果発表会も開かれてい

ます。 

 これらの日本の経験が、モンゴルの文脈に適した形で活用されれば幸いです。 

本邦研修実施 

住所： 
Room 119,  

Government Building III 

Ministry of Education, Culture and Science, 

Baga toiruu-44,  

Ulaanbaatar, Mongolia 

＊本ニューズレターは、モンゴ

ルの読者向けに作成したモンゴ

ル語版を基にしたものです。 

JICAプロジェクトチーム連絡先 

今後の予定 

 2012年1-3月： モデル区/県において研修・授業研究モニタリング 

 2012年5-6月： モデル区/県の授業研究実施状況報告会 

 2012年9-10月： モデル区/県において研修・授業研究モニタリング 

 2012年11月： 全区/県チーム対象研修 
 

 その他、教員養成大学対象の研修、非モデル県への指導法改善活動への支援活

動、インドネシアとの技術交換などの活動も計画中です。 

 環境教育とは？ 

 本邦研修の参加者は、長野県

茅野市の子どもたちと共に、環

境教育プログラムにも参加しま

した。この環境教育とは何で

しょうか？ 

 環境教育とは、環境とそれに

関わる問題に気づき、関心を持

つとともに、直面する問題の解

決や新しい問題の発生を未然に

防止するための個人および集団

として必要な知識、態度、意

欲、実行力などを身に付けた

人々を育てることを目的とする

教育です。 

 私たち人間の生活は、昔から

自然環境によって支えられてき

ました。しかし近年の人類の活

動は、自然が回復できる範囲を

超えてしまい、世界の各地で

様々な環境問題（地球温暖化、

森林伐採、生物多様性の危機、

砂漠化、水産資源の枯渇など）

が生じています。  

 学校教育は、子どもたちに自

然の豊かな恵みと、その持続可

能な利用について学んでもらう

良い機会でもあります。日本で

は2006年に環境教育が教育基本

法に盛り込まれました。 

 総合学習で地域の自然につい

て学んだり、理科の授業で生物

について学ぶこと、社会の授業

で国土と森林について学ぶこ

と、家庭科の授業で｢ものを大

切に使うこと｣を学習するのも

環境教育につながります。 

Tel/Fax：+976-11-322552        

 E-mail: jicacctm@gmail.com 

 

ウェブサイト 
h t t p : / / w w w . j i c a . g o . j p / p r o j e c t /

mongolia/004/index.html 
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プロジェクト2年目の活動が完了 

 モデル区/県での主な活動は、2010年9月（2010/2011

年度の新学期）に始まりました。県内で指導法改善の

拠点になることが期待され選定されたモデル校では、

「モデル校チーム」が結成され、2010年11月にはプロ

フェッショナル・チームによる研修を受講しました。

各校が手探りで授業研究を実施し、様々な困難に遭遇

したのがプロジェクト最初の1年の活動であったと思い

ます。そのような中でも、モンゴル教育文化科学省の

「2010/2011年度の目標」にモンゴル全国の学校におい

て授業研究の実施が推奨されるなど、授業研究を通し

た指導法改善の意義が少しずつ浸透し始めた時期でし

た。 

 2011/2012年度はみなさんにとってどのような1年と

なったでしょうか？ここでプロジェクトの1年間を振り

返ってみたいと思います。 

・2011年9月直前（8月29～30日）に、教員養成課程を  

有する国立・私立の大学教員を対象に授業研究の実

践方法を紹介する研修を開催。 

・9月4～22日には、JICAから調査団が訪れ、本プロ

ジェクトの中間時点での妥当性を再検討するととも

に、有効性、効率性の観点から目標達成見込みを確

認するための「中間レビュー」を実施。 

・9月中旬～10月中旬、各モデル校において第2回授業

研究モニタリングを実施。 

・9月26日～10月8日、モデル区/県の指導主事およびモ

デル校の学習マネージャー、教員の代表者を対象に

日本で研修を開催。 

・11月上旬、「指導法を全国に展開するための地域別

研修」を開催。 

・2012年1～3月、モデル区/県における研修モニタリン

グおよび第3回授業研究モニタリングを実施。 

・2012年3月より非モデル県を対象とした活動を開始 

・5月、インドネシアにおける技術交換を実施。 

・6月3～4日、各区/県における授業研究実施状況を確

認するとともに、指導法改善のための地域のネット

ワークを構築することを目的としたセミナーを開

催。 

プロジェクト最終年次（3年目）の活動に向けて 

 いよいよプロジェクト最終年次（3年目）の活動が

開始します。本プロジェクトの下記の成果や目標がど

の程度達成されつつあるか、注意が必要です。 

子どもの発達を支援する指導法改善プロジェクト（フェーズ2） 

 モンゴルでは2005年から初等・中等教育に新しい学習指導要領、2008年から国

家教育プログラムが導入されました。これらの新しい学習指導要領と国家教育プ

ログラムでは、子どもたちに自ら知識を構築していく力を育成することが求めら

れています。この指導要領が全国の学校で実践されるためには、各教員が新しい

指導法、すなわち子ども中心の指導法を身につけることが不可欠です。 

 モンゴル国教育文化科学省は、国際協力機構（JICA)の協力を得て、2010年4月

から｢子どもの発達を支援する指導法改善プロジェクト（フェーズ2）｣を開始し

ました。 

 プロジェクトの目標は、フェーズ1（2006～2009年）で作成した教員用指導書

と現在、作成中の研修モジュール等を活用して研修を実施し、モンゴル全国に子

ども中心の指導法を普及する制度を構築・強化することです。 

 モンゴル国立大学、教育大学、教育研究所、教育文化局及びフェーズ1の関係

者で結成された｢プロフェッショナル・チーム｣、モデル区・県であるソンギノハ

イルハン区、ボルガン県、ザブハン県と共にプロジェクトを実施しています。 

スーパーゴール 初等中等教育の生徒の学力が向上する。 

上位目標 モデル県および他の県で子ども中心の指導法か実

施される。 

プロジェクト目標 新指導法を普及する体制が強化される。 

成果1 全ての区/県の新指導法普及チームの新指導法普及

能力が向上する。 

成果2 モデル区/県において「授業研究」のモデル事例が

開発される。 

成果3 モデル区/県の新指導法実践の能力が向上する。 

成果4 教員養成課程における新指導法の普及及び定着に

向けた環境が改善される。 
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非モデル県対象の活動を開始 

2011年9月に実施されたJICAによる中間レビューでは、プロジェクト目標達成のた

めには、非モデル区/県の人材育成により力を入れること、モデル県と非モデル県の

連携を促進することが課題の一つとして認識されました。これを受けて、2012年3月

より非モデル県を対象とした活動を開始しました。 

 

アルハンガイ県を対象とした研修の開催 

 3月15～17日、プロフェッショナル・チームが、アルハンガイ県を対象に研修を開

催しました。今回の研修は昨年11月の「指導法改善を全国に展開するための地域別研

修」に交通事故に遭遇したため、モンゴルの21県のうち唯一参加できなかった同県の

ために開催されたものです。 

 研修では子ども中心の指導法、指導法改善を実現する方法としての授業研究につい

て講義や演習が行われました。講師の指導を受けながら参加者同士が協力して授業の

準備を行い、研修3日目には研究授業が開催されました。 

 数学グループでは、正方形を四等分するような三角形を作って、面積について考え

るという演習が行われました。参加者は活動を通して、子どもたち自身が公式を見つ

け出していくことの大切さ、楽しさを理解したようでした。化学グループでは、教育

文化局局長、会場校の校長、学習マネージャーが中心となって授業者を支援し研究授

業の準備を行いました。「監督や評価者という立場ではなく、指導法改善を行う一員

として管理職も授業研究に積極的に関わることが重要だと気づいた」という声も聞か

れました。 

バヤン・ウルギー県を対象とした授業研究モニタリングの実施 

 プロジェクトのモデル県であるザブハン県のチームが、モンゴルの西端バヤン・ウ

ルギー県を対象に、4月23～27日、授業研究モニタリングを行ってきました。モニタ

リングの目的について、メンバーは「私たちチームの目的は、いいか悪いかを調べる

ための調査を行うことではありません。授業研究が西部の県でいかに実施されている

か、良い点や改善点は何か、今後、実施する研修では何に注意するべきかを知ること

です」と説明していました。 

 バヤン・ウルギー県教育局長は、「私たちが心配している問題の一つは、近年の高

校卒業生のセンター試験結果です。バヤン・ウルギー県はモンゴルの21県中21番でし

た。しかし、子どもの学習の質に注意して取り組んできた結果、徐々に向上していま

す。このプロジェクトが教員の指導法をより改善するとともに学習活動の質を上げ、

今後は10番以内に入ることを期待しています」と語りました。 

モニタリングチームはウルギー・ソムの第2学校、第3学校、ウラーンホス・ソム、

ノゴーンヌール・ソムの高校でモニタリングを行い、お互いに有意義な活動ができま

した。 

ダルハン県を対象とした授業研究モニタリングの実施 

 5月１～4日、ダルハン県の4つの学校でモニタリングを実施しました。本モニタリ

ングには、プロジェクトの指導法普及専門家のほか、セレンゲ県の指導主事3名が参

加しました。セレンゲ県はフェーズ1のモデル県として授業研究を通じた指導法改善

の豊富な経験を有しています。今回のモニタリングを通じて、セレンゲ県の経験や教

訓をダルハン県に伝えていくこと、両県の間に授業研究に関するネットワークを構築

することも目的でした。 

 ダルハン県では、現在「1000人の教員の研修計画」が進行中で、「授業研究」はそ

の一環として行われています。国立大学、教育大学からも協力を受けて取り組んでい

るとのこと、教育局の指導法改善に対する熱意が感じられました。 

 

モデル区/県内非モデル

校対象研修の様子 

アルハンガイ県を対象

とした研修の様子 

（上：算数グループ 

中：物理グループ 

下：人間と自然の 

研究授業） 



板書とは授業中、教員や子どもによって黒板上に書

かれ、一定時間、黒板上に留まっているものをさしま

す（スクリーンで表示するものや掲示物も含む）。そ

して板書は、日々の授業のねらいを達成することを目

的として行われます。板書は良い授業（子どもたちに

知識・技能を押し付ける授業ではなく、知識・技能を

身に付けさせるとともに、考える力を身につけさせる

授業）を実現するための一つの手段と言えるでしょ

う。        

＜板書の役割＞ 

1．子どもたちの考え・意見をクラスに共有し、クラ

ス全体で課題の解決を導き出す助けとなる。 

2．授業の展開を示す。3．情報を記録・保存する。 

2と3は結果として残った板書の役割をさしていま

す。大切なのは1です。特に1について、説明します。 

黒板上に子どもの考え方や思考過程を記していくこ

とで、子どもたちの考え・意見をクラスで共有するこ

とができます。自分の考えと友達の考えの相違をとら

えることは、子どもたちの考える力を育むことにつな

がります。この点について、日本で行われている工夫

をいくつか紹介しましょう。 

・黒板の左上に、授業の課題を四角で囲むなどして

分かりやすく書く。（課題を明確にする） 

・課題を考えさせるための問いを書く。（この、問

いが一番大切です。最初の問いは、答えを求める

問いであっても、なぜ、その解決方法を選んだの

か、あるいは、いつでも、その方法は使えるのか

など、子どもの考えを引き出す問いがよいので

す。どんな問いにするか、教材研究が必要です） 

・意見の横には発言者の名前を書いたり、誰がどの

意見に賛成なのかがわかるように名札を貼ったり

する。 

板書の役割の2や3に関して、日本の板書には次のよ

うな特徴があります。あくまでも、授業の狙いを

達成することが目的です。必ず、そうしなければ

ならないということではありません。 

・黒板を見れば授業の導入、展開、まとめが確認で

きるように記載する。 

良い板書は子どもたちのノート作りの助けになる。 
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板書とは？ 

モンゴルでも「板書」という言葉をよく耳にするようになりました。研究授業の検討会では、誰しも「良い

授業を行うためには、板書計画が大切」と言います。では実際、どのように計画し、何に注意すべきでしょう

か？2012年5月に亘理史子先生（浦和大学）がモンゴルで行った板書に関する講義を下記に紹介します。 

2012年1～4月、モデル区/県およびモデル校は授業研究など、これまで学んできたことを、同じ地域の学校

に伝えるための研修を実施しました。講師は皆、一生懸命準備し研修をより効果的なものにするよう努めてい

ました。参加者は既に授業研究の重要性、授業研究が指導法改善と教育改革に貢献するツールであるというこ

とを知っていたため、真剣な様子で研修に参加していました。本研修を通して、教員同士が協力して授業を準

備することが、良い授業と指導法の発展に良い影響を及ぼすということをよく理解しました。参加者の1人

は、「教育分野で30年働きましたが、教員の日常的な指導法を改善することを目的とした、このような効果的

な研修に参加したことは数えるほどしかありませんでした」 と言っていました。 

ヘンティ県を対象とした授業研究モニタリングの実施 

5月6日～12日、ドルノド県チームとプロフェッショナル・チームの7人がヘンティ県でモニタリングを実施

し、県センターにある4つの学校とソム（村）にある2つの学校で20の研究授業を観察しました。ヘンティ県で

行われている授業研究の課題として、教員同士が協力して授業の準備をすること、子どもについてよく研究す

ること、観察の目を養うこと、検討会は授業者を批判する場ではないこと、指導案には板書計画を含みより精

密なものとすることなどがありました。しかしほとんどの教員が授業研究について一般的な理解を持っている

ことは注目すべきことでした。モニタリング・メンバーが適切にコメントしたり、ドルノド県での経験を

共有したことなどから、今回のモニタリングは効果的なものとなりました。特にドルノド県とヘンティ県

の間に東部地域の授業研究実践に関する「橋」が築かれたことは大きな成果と言えるでしょう。 

モデル区/県内の非モデル校対象研修開催 

青年海外協力隊 佐野隊員（バガノール区教育統合校）

の板書と児童のノート 
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 プロジェクトの今後の予定は下記のとおりです。  

 2012年6月：   日本での研修開催 

 2012年9～10月： モデル校における第4回授業研究モニタリング実施 

 2012年10月：  JICAによる本プロジェクトの終了時評価受け入れ 

 2012年11月：  「指導法改善を全国に展開するための地域別研修」開催 

 2013年1～2月： モデル区/県における研修モニタリングおよび第5回授業研究 

         モニタリング実施 

 2013年2月：  プロジェクト終了セミナー開催 

 その他、研修モジュールの完成、教員養成大学を対象とした研修も計画中で

す。非モデル県を対象とした活動も継続して行っていきます。 

今後の予定 

住所： 
Room 119,  

Government Building III 

Ministry of Education, Culture and Science, 

Baga toiruu-44,  

Ulaanbaatar, Mongolia 

 

Tel/Fax：+976-11-322552        

 E-mail: jicacctm@gmail.com 

 

ウェブサイト（JICA内） 
http://www.jica.go.jp/project/mongolia/004/

index.html 

＊本ニューズレターは、モンゴ

ルの読者向けに作成したモンゴ

ル語版を基にしたものです。 

JICAプロジェクトチーム連絡先 

プロジェクトの政策コーディネーターの挨拶 

 2012年の4月より本プロジェクトの政策コーディネータを務めております。 

 モンゴル国教育文化科学省及び国際協力機構が共同で実施している本プロ

ジェクトでは、教員の指導法改善、すなわち初等・中等教育学校において子ど

も中心の指導法を実践することを目的としております。本プロジェクトがモン

ゴルにおける教育の質の改善、とりわけ子どもたちの学力向上に大きく貢献す

ることは間違いありません。 

 従って、授業研究を実践すること、そして全国に普及するための制度作り

に、積極的に取り組んでいきたいと思っております。 

ジャムバルドルジ・エンフトブシン 

 

 JICAによる他国における

指導法改善の取り組み 

 JICAの基礎教育分野の協力

は、主に、1．教育機会の拡充

（学校建設）、2．教育の質の

向上（教員研修）、3．教育の

マネジメント改善（学校運営、

教育行政官の能力強化）の3分

野で行われています。 

 モンゴルのプロジェクトは、

教育の質の向上（教員研修）を

目指したものです。教員は教育

の質を決定づける重要な要素で

す。高い指導力のある教員の育

成には教員研修が不可欠である

と日本では考えられており、継

続的かつ段階的な教員の成長を

促すための仕組みづくりの協力

を行っています。 

 モンゴル以外では、インドネ

シア、パキスタン、バングラデ

シュ、カンボジアにおいても授

業研究を活用した教員の指導力

向上に向けた協力が行われてい

ます。アジアにとどまらず、中

米やアフリカにおいても、算数

と理科を中心に教員の指導力向

上のための仕組みづくりへの協

力が行われています。 

 教員の養成・配置で精いっぱ

いで、現職教員の成長にまで、

資源を配分できない国もたくさ

んあるのでしょう。教員が継続

的に成長していくことの重要性

を、日本の経験をもとにこれか

らも各国に伝えていきたいと思

います。 

プロジェクトのウェブサイトができま

した！ 
 

http://hicheeliin-sudalgaa.mn/ 

 

授業研究の実践方法を学び、 

学校同士、教員同士が経験交流 

および共同活動を行うチャンスが 

生まれました。 



｢授業研究報告会｣の開催（2012年6月3日～4日）
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モンゴル国教育科学省 国際協力機構（JICA）

「子どもの発達を支援する指導法改善プロジェクト（フェーズ2）」

JICA - コーエイ総合研究所

目次：

ウランバートル市に各区/県教育文化局の指導主事や

モデル校の管理職・教員の代表者ら約100名を集めて、

｢授業研究報告会｣を開催しました。

報告会の目的は下記の通りです。

・2011-2012年度に各モデル校において実施された授業

研究実践の結果・教訓・意見を交換する。

・モデル区/県チーム及びモデル校チームのメンバーが

2012年11月に予定されている全国向けの研修で講師を

務められる能力を身に付ける。

・指導法の改善を目的とした地域間協力のネットワーク

を構築する。

1日目の午前中、参加者はそれぞれの地域における授

業研究実践状況を報告した後、｢良い授業｣の事例につい

て発表し、意見交換を行いました。

午後は教科グループごとに、ウランバートル市のセト

ゲムジ統合校および第97学校において研究授業を参観し

ました。今回の研究授業の準備には、授業者に加えて、

プロフェッショナル・チームメンバーおよびJICAの青

年海外協力隊員も加わった点が特徴的です。研究授業

後、各教科の特徴に応じた教材研究について話し合いが

持たれました。

2日目の午前中は、インドネシア技術交換プログラム

の報告、2012年3月に実施されたアルハンガイ研修の報

告、非モデル県であるバヤン・ウルギー県、ヘンティー

県、ダルハン・オール県で実施された授業研究モニタリ

ングの報告、ウランバートル市教育局の報告などが行わ

れました。その後、参加者は6グループに分かれ、プロ

フェッショナル・チームの講師の指導によって、2011
年11月の研修以降、各地で実施された授業研究の問題

点やその解決方法、モデル区/県やプロフェッショナ

ル・チームからどのような支援を求めていのるかにつ

いて意見を交換しました。

モデル区/県の参加者は、今回の報告会への参加を通

して、全国からの代表者に対して研修を実施する自信

を持つことができたでしょうか？非モデル県からの参

加者は、今回の報告会についてどんな印象を持って帰

られたでしょうか？

報告会の最終日に、参加者を対象にアンケート調査

を行ったところ、どの報告についても5段階評価で4以
上という高い満足度を得ました。研究授業について

は、とりわけ検討会の実施が授業研究の理解度向上に

役立ったという声が聞かれました。今後、地域レベル

で指導法改善を持続

的に行っていくため

には、教育文化局の

積極的な参加、地域

や学校間の経験交流

が重要だという意見

が多数寄せられまし

た。

子どもの発達を支援する指導法改善プロジェクト（フェーズ2）
モンゴルでは2005年から初等・中等教育に新しい学習指導要領、2008年

から国家教育プログラムが導入されました。これらの新しい学習指導要領

と国家教育プログラムでは、子どもたちに自ら知識を構築していく力を育

成することが求められています。この指導要領が全国の学校で実践される

ためには、各教員が新しい指導法、すなわち子ども中心の指導法を身につ

けることが不可欠です。

モンゴル国教育文化科学省は、国際協力機構の協力を得て、2010年4月か

ら｢子どもの発達を支援する指導法改善プロジェクト（フェーズ2）｣を開始

しました。

プロジェクトの目標は、フェーズ1（2006～2009年）で作成した教員用指

導書と現在、作成中の研修モジュール等を活用して研修を実施し、モンゴ

ル全国に子ども中心の指導法を普及する制度を構築・強化することです。

モンゴル国立大学、教育大学、教育研究所、教育文化局及びフェーズ1の
関係者で結成された｢プロフェッショナル・チーム｣、モデル区・県である

ソンギノハイルハン区、ボルガン県、ザブハン県と共にプロジェクトを実

施しています。

物理の研究授業（光の屈折に関

する実験）の様子

授業研究報告会 1

プロジェクトについて 1

インドネシア技術交換プログラム 2

本邦研修 2

教員養成大学向けの研修 2

モデル区/県の各モデル校における

授業研究モニタリングの報告

3

非モデル県の研修とモニタリング 3

｢授業研究｣ビデオ授業の紹介 3

今後の計画 4

プロジェクト終了に向けて 4

終了時評価調査の結果 4
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本邦研修（2012年6月19日～30日）

プロジェクトのフェーズ1、2のモデル校の管理職およびフェーズ1のモデル県教
育文化局の指導主事、合計21名を日本に招き、東京、神奈川県、長野県において
研修を実施しました。今回の研修の目的は、1) 日本の教員の教え方を学ぶ、2) 日
本では学校内でどのように教員の指導力を向上させているのか、校内研究などの
仕組み・実践を学ぶことでした。

公立の小・中・高校、東京学芸大学附属小学校、中学校、合わせて9校にて、教
員と子どもの様子を観察し、校内研究会の様子を見学し、公開研究会にも参加し
ました。学校訪問以外では、板書、数学・理科の教材研究、JICAの他国の教員研
修分野プロジェクトについての講義・紹介がありました。長野県では、小学校・
中学校訪問に加え、教員総合センターを訪問し、県内の教員が同センターに集
まって、研修を受ける仕組みについて学びました。さらに、日本で最も古い小学
校の一つである松本市の旧開智学校では、展示されていた「子守学級に通う子ど
もの書いた作文」に目頭を熱くする研修員の姿もありました。

これらの訪問・講義のあと、研修員は、県ごとに学んだことを帰国後、どう実
践するかについて計画を立てました。計画には板書の改善、学校の教育目標を改
善、小学校で読書の時間を作ることなどが含まれていました。8月下旬の教員大会
においても、日本での研修成果が報告されました。このように、日本で見たこ
と、学んだことが研修員個人に残るだけではなく、校内・県内で広く伝わること
を願っています。

教員養成大学向け研修（2012年9月13日～14日）

教員養成大学の教員や教育課長を対象とした研修をウランバートル市において実
施しました。本研修には、モンゴル国立大学、モンゴル国立教育大学、ホブド大
学、アルハンガイ教員養成大学、バヤン・ウルギー教員養成大学、ドルノド大学、
ゴルバン・エルデネ大学の関係者が参加しており、教員養成課程向け｢授業研究｣科
目の内容と指導法が紹介されました。

受講者に対し授業研究の事例を見せるために、フェーズ1のモデル校である第45
学校において人間と自然、化学、数学の研究授業を実施しました。教材研究を事前

に確認した上で、研究授業を観察し、授業後の検討会に参加する形で演習を実施し

たことが、授業者が授業研究のステップと流れを理解する上で役立ったと思いま

す。研修の最後に、各大学の教育計画に｢授業研究｣科目を取り入れる可能性につい

て話し合い、利点と困難な点を確認することができました。

嶺町小学校の校長と教頭と一緒に

（東京都大田区）

スメダン県ジャティナングル

中学校において

インドネシア国民教育省義務教育

局長M.ハッタ局長との面談

インドネシア技術交換プログラム（2012年5月19～30日）

JICAは1998年以降、インドネシアの教育の質の向上、とりわけ理数科教育の
改善を目的に、授業研究の実践と普及を中心に据えたプロジェクトを実施して
きました。2009年からは「前期中等教育の質の向上プロジェクト」が実施中さ
れています。インドネシアの授業研究実践の豊富な経験と教訓から学び、今後
のモンゴルでの授業研究マネジメント改善につなげること、モンゴルにおける
取り組みを他国に紹介することを通して、プロフェッショナル・チームの意
欲・能力強化につなげることを目指し、インドネシア技術交換プログラムを実
施しました。本プログラムには、教育文化科学省および教育研究所、ウラン
バートル市教育局、ボルガン県・ザブハン県・ドルノド県・セレンゲ県の教育
文化局、モンゴル国立大学、モンゴル国立教育大学の代表者が参加しました。

インドネシアの国民教育省では、インドネシアの教育制度、教育の質の向
上、教員の能力向上に貢献する活動、授業研究のマネジメントと取り組みにつ
いて確認することができました。インドネシア教育大学では、同大学の数学
部・理科学部による「授業研究実践プロフェッショナル・チーム」と意見交換
しました。また、西ジャワ州教育局や教育の質保証機関、スメダン県教育局、
スメダン県ジャティナングル中学校などを訪問し、授業研究実践の実情を確認
すると同時に、モンゴルにおける授業研究の取り組みも紹介することができま
した。ジャティナングル中学校では、8年生の社会の研究授業と検討会を参観
し、経験から学ぶことができました。

数学の演習の様子



非モデル県における研修

非モデル県を対象として子ども中心の指導法を普及するための研修を、モデル

県チームおよびプロフェッショナル・チームが下記の日程で実施しました。

1. ウブルハンガイ県研修：9月24日～9月26日（ボルガン県チーム）

2. スフバートル県研修：9月27日～9月29日（ドルノド県チーム）

3. ウムヌゴビ県研修：10月1日～10月3日（プロフェッショナル・チーム）

これらの研修では、チーム・ワークによる授業準備、研究授業、授業観察や検

討会の実施、授業案の改善が行われました。非モデル県の教員が授業研究実践の

方法を理解を深める機会となったとともに、モデル県―非モデル県間で経験を交

換することもできました。

本研修が、非モデル県における子ども中心の指導法の普及につながっていくこ

とを期待しています。

ページ 3

授業研究のビデオ

数学のプロフェッショナル・チームが中心となり、授業研究のビデオを作成し

ています。ウランバートル市の第67学校の小学校教員の協力を得て、｢立方体を利

用して水の容積を量りましょう｣というテーマの授業がビデオ用に撮影されまし

た。

このビデオは子どもたちが算数の知識と能力を活用している様子、計算能力が

発達していく様子が視聴者に分かるように計画されており、子ども自身が知識を

構築する指導法および教材研究の実践方法を教員に理解してもらうためにモンゴ

ルの全教員向けに製作しています。本ビデオはSkyForeverプロダクションによって

製作され、今後、モンゴル各地の義務教育学校に配布される予定です。

モデル校における活動

プロフェッショナル・チームは、2012年9月16日から21日にかけて、ザブハン
県のチャンドマニ・エルデネ統合校、シルーステイ、ザブハンマンダル、トソ
ンツェンゲル、ソンギノ、バヤンテスの各村を訪問し、授業研究モニタリング
を行いました。今回のモニタリングには、周辺村からだけでなく、ホブド県か
らも参加者があったことから、各地で授業研究が積極的に取り組まれているこ
とが伺えました。観察者がしっかりと子どもの様子を観察し、検討会時に授業
者の批判よりも改善方法について話し合っている学校もありました。また、子
どもたちが緊張していない様子から、授業研究が日常的な活動となっている学
校もありました。

9月24～29日の6日間、ボルガン県のモデル校においても授業研究モニタリン
グを行いました。総合学習の授業では、アーロールを作ったり、自分たちが住
んでいる町について子どもたちが調べた事を発表するなど、実践的な授業が行
われていました。検討会においてプロフェッショナルチームから様々なアドバ
イスが行われ、教員、特に若い教員にとっては勉強になったことと思います。
また、授業研究の時間を毎週設けている学校もあり、教員や学校の授業研究に
対する関心の高さが伺えました。モニタリングには高畑専門家も同行し、授業
研究・教材研究の基礎知識や、生徒にとってわかりやすい板書の仕方などのア
ドバイスを各校で行いました。

ウランバートルでは、プロフェッショナル・チームメンバーとウランバート
ル市教育局指導主事が共同で授業研究モニタリングを実施しました。第67学校
の化学では、試薬を使って、洗剤など日常生活で用いられている物質の性質を
調べる実験を行いました。イレードゥイ統合校では、お椀に水を注ぐと、お椀
の中のコインが見えるようになるという実験を導入として、光の屈折について
の授業が行われました。第12学校では、おもちゃの車を使って運動エネルギー
について考える授業が行われました。どの授業も1回の授業に適切な量、焦点を
絞った実験や活動が行われていた点が印象的でした。

しかし、今回の授業研究においても、必要以上に色紙、色ペン、プロジェク
ターなどを使用した「見た目重視」の授業、教員が生徒の理解を把握できてい
ない授業が見受けられました。生徒の理解を確認する方法を考えましょう。生
徒のノートを確認することも一つの方法です。

トソンツェンゲルソム第1学校：

算数の研究授業の様子（3年生）

ウブルハンガイ県研修：

研究授業後の検討会の様子

物理（第12学校）

4年生の総合学習の研究授業

（ボルガン県）
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非モデル区/県を対象としたモニタリング

2011年9月にJICAの中間レビュー調査団により、本プロジェクトの目的を達成

するために、非モデル区/県の人材育成により力を入れること、モデル県と非モ

デル県の連携を促進することが重要だという提言がなされました。

プロジェクトではこの提言を受け、前ページに紹介した研修と合わせて、非

モデル県における授業研究モニタリングも実施しています。これまでにモデル

区/県チームと協力して、下記のモニタリングが行われました。

1．バヤンウルギー・県：4月22日～4月28日（ザブハン県チーム）

2．ダルハン・オール県：4月30日～5月5日（セレンゲ県チーム）

3．ヘンティ―県：5月6日～5月12日（ドルノド県チーム）

4．チンゲルテイ区：9月24日～9月28日（ウランバートル市教育局）

5．ドンドゴビ県：10月8日～10月12日（プロフェッショナル・チーム）

6. フブスグル県：10月24日~10月30日（ボルガン県チーム）

住所：
Room 405, 4F, Teacher Development Center,
Peace Avenue 10, Ulaanbaatar, Mongolia
Tel/Fax: +976-7012-0503, +976-9890-0323

＊本ニューズレターは、モンゴル

の読者向けに作成したモンゴル語

版を基にしたものです。

JICAプロジェクトチーム連絡先

プロジェクト終了に向けて

本プロジェクトは子どもの学びに注目してきました。優秀な子どもをさらに出

来るようにしようというのではなく、落ちこぼれる子どもをなくし、全ての子ど

もの学びの質を改善しようと取り組んで来ました。

授業研究を活用して初等・中等教育の指導法を改善するというこのプロジェク

トの実施により、多くの学校から、先生の教え方が変わったと聞いています。学

校管理職・教員の皆さんは、どうか、本プロジェクトが終了しても、子どもに注

目することも忘れないで下さい。落ちこぼれる（授業についていけない）子ども

は減りましたか？全ての子どもが授業に参加して理解できるようになりました

か？

終了時評価調査の結果

JICAではプロジェクトの終了

前に、プロジェクト目標が達成さ

れるかどうかを、妥当性、有効

性、効率性、持続性などの観点か

ら評価を行います。

本プロジェクトの終了時評価調

査は10月1日から18日まで実施さ

れました。終了時評価調査団はウ

ランバートルだけではなく、ボル

ガン県、ザブハン県を訪問し教育

局やモデル校、非モデル校などを

訪問し、インタビューを行いまし

た。

教育科学省とプロフェッショナ

ル･チームの代表を招いた会合で

評価結果が共有されました。妥当

性、有効性、効率性は高いと評価

されましたが、プロジェクト終了

後の指導法の普及計画が不明確で

あるとされ、持続性は中程度とい

う評価でした。

プロジェクト終了後実施される

ことが望ましいこととして、教育

省に対しプロフェッショナル・

チームメンバーの活用、指導主事

の能力向上、指導法向上へ取り組

んだ教員へを評価することなどが

提言されました。

E-mail: jicacctm@gmail.com
Project Website: http://hicheeliin-sudalgaa.mn/
JICA Website: http://www.jica.go.jp/project/mongolia/004/index.html

今後の計画

2012年11月：｢指導法改善を全国に普及するための地域別研修｣：

1. ウランバートル研修 (1)： 11月3日～11月6日
2. ウランバートル 研修(2)： 11月10日～11月13日
3. ザブハン県研修： 11月11日～11月14日
4. ボルガン県研修： 11月14日～11月17日
5. ドルノド県研修： 11月14日～11月17日
6. セレンゲ県研修： 11月14日～11月17日

2012年12月：研修モジュールの完成

2012年12月～2013年1月：モデル県内非モデル校対象研修及び研修モニタリング

2013年2月：モデル校授業研究及び授業研究モニタリング

ウムヌゴビ県研修：

研究授業後の様子

プロジェクト・チー

ムの事務所を引っ

越しました。

ヘンティー県モニタリング：

物理の研究授業における実験の様子
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目次： 

指導法改善を全国に普及するた

めの全区/県対象研修の報告 

1 

子どもの発達を支援する指導法

改善プロジェクト（フェーズ2） 

1 

世界授業研究学会(WALS2012) 2 

セレンゲ県教育文化局による学

校管理職対象の研修 

２ 

理科と算数の勉強会 3 

エンドライン調査 4 

プロジェクトは6ヶ月間延長 4 

2012年11月、指導法改善をモンゴル全国に普及するた

めの地域別研修をウランバートル市ソンギノハイルハン

区、バヤンズルフ区、ザブハン県、ボルガン県、セレン

ゲ県、ドルノド県において開催しました。各県における

指導法改善には教員養成大学の関与も重要であることか

ら、昨年同様、地方の教員養成大学に対しても研修への

参加枠を設けました。また、今回は教員研修所からも各

研修に5～10名程度、オブザーバーとして参加しました。 

 本研修は4日間を通して子ども中心の指導法を区/県の

地域において普及させる講師を養成することを目的と

し、プロフェッショナル・チームとモデル区/県チームが

講師を務めました。 

 1日目は参加者全員に対して、子ども中心の指導法や他

国における指導法改善の紹介（日本及びインドネシアへ

研修に行った教員からの報告）の講義があり、またモデ

ル校で実践されている授業研究やモニタリング結果の報

告が行われました。2日目からは8教科に分かれ、前年度

から改善されたモジュールを使用し、教材研究について

理解を深めた他、翌日、実施する研究授業の準備、授業

の観察や検討会の目的や実施方法を確認しました。研修3

日目は、各教科で研究授業と検討会を行いました。そし

て最終日には、参加者が所属する組織や地域ごとに分か

れ、これまでの演習や研究授業で得た学びや課題などに

ついて情報共有を行い、今後、各組織、地域においてど

のように指導法改善を普及していくかについて計画を策

定しました。 

毎日参加者に対しては、アンケート調査を行い、研修

に対する満足度や学びを確認しました。2011年の研修で

は研修最終日に満足度が著しく低下するという傾向が見

られましたが、2012年の研修では最終日でもそれほど満

足度は下がりませんでした。また、「授業研究を実践す

る上で本研修がどの程度有効か」を尋ねたところ、ほと

んどの参加者が5段階評価で5と4をつけました。一方、

「子ども中心の指導法や授業研究についての研修で講師

を務めるのに、今回の研修がどの程度有効か」を尋ねた

ところ、多くの参加者が5と4をつけましたが、前者の研

修と比較すると5の回答の割合は59%から47%に減少、4

の回答の割合は31%から38%増加しました。参加者は本

研修が授業研究の実践には有効だと考えている一方、講

師を務めるにはさらなる勉強が必要と感じたのかもしれ

ません。 

 教育文化局をはじめ会場校の校長、学習マネー

ジャー、教員、その他多くの方々の協力を得て、4日間

の研修を開催することができました。ありがとうござい

ました。  

子どもの発達を支援する指導法改善プロジェクト（フェーズ2） 

 モンゴルでは2005年から初等・中等教育に新しい学習指導要領、2008年から国家教

育プログラムが導入されました。これらの新しい学習指導要領と国家教育プログラム

では、子どもたちに自ら知識を構築していく力を育成することが求められています。

この指導要領が全国の学校で実践されるためには、各教員が新しい指導法、すなわち

子ども中心の指導法を身につけることが不可欠です。 

 モンゴル国教育文化科学省は、国際協力機構（JICA)の協力を得て、2010年4月から

｢子どもの発達を支援する指導法改善プロジェクト（フェーズ2）｣を開始しました。 

 プロジェクトの目標は、フェーズ1（2006～2009年）で作成した教員用指導書と現

在、作成中の研修モジュール等を活用して研修を実施し、モンゴル全国に子ども中心

の指導法を普及する制度を構築・強化することです。 

 モンゴル国立大学、教育大学、教育研究所、教育文化局及びフェーズ1の関係者で

結成された｢プロフェッショナル・チーム｣、モデル区・県であるソンギノハイルハン

区、ボルガン県、ザブハン県と共にプロジェクトを実施しています。 

物理の研究授業におい

て子どもたちが実験を

行っている様子 

（ザブハン県） 

人間と環境の研究授業

の様子（ボルガン県） 
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世界授業研究学会での発表 

セレンゲ県教育文化局による学校管理職対象の研修 

世界授業研究学会(WALS: World Association of Lesson 

Studies)をご存知でしょうか？WALSは、指導及び学習

の質を向上させるために、授業研究に関する研究や実

践を促進、発展させることを目的とする協会です。年

に1度、大規模な国際会議が開かれ、様々な国の教育関

係者が一堂に会し、授業研究の経験や実践、直面する

課題について発表や意見交換を行います。 

2012年11月28～30日にシンガポールにおいて開催さ

れた第8回国際会議には、Ch.Nyamgerel氏（モンゴル国

立大学化学・化学工学学校教員、化学プロフェッショ

ナル・チーム代表）がモンゴルから初めて参加しまし

た。Nyamgerel氏は、本会議においてJ.Enebish氏（元バ

ヤンゴル区第113学校の教員、現教員研修所職員）が実

践した授業研究実践について発表しました。この実践

は、全10時間の原子に関する授業を取り上げ、授業者

の指導計画作成技術及び同僚の教員の授業観察能力に

ついて1時間目の授業と9～10時間目の授業を比較・分

析したものです。 

シンガポールから帰国後の12月7日には、ウランバー

トルの教員発展センターにおいて国際会議出席の報告

会が開かれました。Nyamgerel氏には、モンゴルの授業

研究実践と他国の実践には下記のような共通点・相違

点があると報告しました。 

1月15～16日の2日間、セレンゲ県、オルホン県、

ドルノゴビ県の小中学校管理職70名程が集まり、セ

レンゲ県第1学校にて研修を行いました。本研修は、

2012年11月に指導法改善・普及を目的に実施された

全区県対象の研修において、参加者から「指導法改

善をさらに定着させるためには、学校管理職が子ど

も中心の指導法や授業研究について理解することが

必要である」という意見が出されたことを受けて開

催されたものです。 

研修1日目の午前中は、指導法を普及させるための

制度やマネジメントについてのセレンゲ県の経験が

共有されました。午後から参加者は4教科（「人間と

環境」、「人間と自然」、総合学習、数学）に分か

れ、授業研究について学びました。2日目は参加者が

授業者、児童・生徒、観察者役を務め、模擬研究授

業を実施しました。参加者のほとんどは校長であっ

たため、普段、授業を行う立場にはいませんが、模

擬授業を通して実際に体験してみると、教材研究や

授業準備、授業の組み立て方が重要であるという意

見が聞かれました。また、授業中における子どもたちの

考える時間の確保、ノートの取り方など、細かい点にも

気づき、教員へのアドバイスの仕方などについても意見

交換が行われました。 

 プロジェクトではこれまで、非モデル県に対しても

直接、研修やモニタリングを実施してきました。今回、

オルホン県、ドルノゴビ県にも研修を行えたことで、モ

ンゴル21県中15県に何らかの直接的なインプットがで

きたことになります。 

授業研究学会のポス

ター･セッションの前で 

主な共通点： 

・ 授業研究実践にあたり、学校や教員が直面する課題

とその解決方法 

・ 学校における授業研究実践には管理職の関与が重要

であること 

・ 生徒のモチベーションを高めることが重要であるこ

と 

・ 教員の能力向上に対するニーズがあること 

主な相違点： 

・ ある国々では授業研究の成果が子どもの学力にどの

ように影響しているかについて研究が行われてい

る。 

･ ある国々では研究機関と学校現場が公式に連携して

いる。 

 モンゴルにおける授業研

究のさらなる発展には、

様々なレベルで様々な関係

機関が連携することが重要

です。また、WALSの国際

会議のような場でモンゴル

における実践を発信してい

くこと、モンゴル国内で授

業研究に関する経験を共有

する学会などを開くことな

ども重要でしょう。 

校長と学習マネー

ジャたちによる検

討会の様子 



ページ 3 

1月28日～2月1日の5日間、教員研修所、教育研究所、ウランバートル市教育局から推薦を受けた参加者及びプ

ロフェッショナル・チームの若手メンバーを対象に、モンゴル国立大学で2人の日本人専門家による勉強会が行

われました。  

理科と算数の勉強会 

などがわかる教材を紹介しました。また、参加者がそ

れぞれ持参した箱で空気砲を作り、けむりを使うこと

で気流の性質が分かる教材なども作りました。 

このような簡易な実験をより多くの教員が共有でき

る よ う に 、実 験 を して い る 映 像を 動 画 サイ ト

「YouTube」及びプロジェクトのウェブサイトに掲載

する手順も紹介しました。 

これからはこのような勉強会が自発的かつ定期的に

行われ、教員の専門性の向上を目指すことが、子ども

たちの教育の質に繋がっていきます。今回、紹介した

ウェブサイトも教材研究を行う上で一つの参考にして

下さい。  

算数の勉強会では、本プロジェクトの高畑弘指導法

普及専門家を講師とし、バヤンゴル区セトゲムジ統合

校配属の西内啓青年海外協力隊員の協力を得て、勉強

会参加者が「分数の加減」と「台形の求積」に関する

教材研究を体験しました。 

勉強会1日目には、教材研究とはどのようなことを指

すのか概略を説明した後、本勉強会で扱う「分数の加

減」と「台形の求積」がモンゴルの教科書の中でどの

ように位置づけられているかを確認しました。2日目に

は、「分数の加減」と「台形の求積」において、モン

ゴルの子どもたちが（1）良く理解しているか、（2）

つまずいている点があるとしたらその原因はどこにあ

るのかについて話し合いを行いました。3～4日目には

参加者がこれらの単元に関する指導案を作成し、作成

された指導案に対して5日目に高畑専門家が講評を行い

ました。（勉強会の内容に関する詳細は、 h t t p : / /

hicheeliin-sudalgaa.mnを参照ください。） 

 教材研究を行う際には、下記の点が重要です。 

1）生徒に教える内容が、前の学習事項や後の学習事項

とどのように関連しているかを確認すること。 

2）学習内容を生徒に教える際に、どのような教材が適

切か吟味すること。例えば、分数の概念を導入する

際に「ケーキなど具体物を用いること」と「メート

ルを用いること」のどちらが適切かを考える必要が

あります。また、扱う分数についても「1/3」と

「1/4」のどちらを扱うことが適切か考えなくてはい

けません。 

3）教員は、生徒が様々なことを自分で考える基礎とな

ることをしっかり教えなくてはいけません。そうす

れば、生徒は新しい課題に直面しても自分で解決す

ることができます。一方、授業時間は40分と限られ

ています。本題と関係の薄い活動に、貴重な時間を

割いてはいけません。 

子どもたちの豊かな学びのために、教材研究は不可

欠です。 

授業研究を通じて、教材研究の成果を蓄積していき

ましょう。 

 そして、教材研究を基に、実り多い授業研究を行い

ましょう。 

理科の勉強会では、①継続的に理科の教材研究や教

材開発・普及を行い、子どもたちのための教育の質の

向上に貢献すること、②教材研究サークルを立ち上げ

ることを目標とし、「楽しくて簡易な実験」や、すで

に各教員が授業で用いている実験の紹介、インター

ネットを通して見ることのできる実験とそのウェブサ

イトの紹介などをしました。また、松浦指導法普及専

門家の研究室ともスカイプを使用して常に映像をつな

ぎ、お互いの実験が見られるようにしながら勉強会が

進められました。 

実験では主に空気を題材とし、風船やペットボトル

を使用して空気の存在、空気抵抗、空気の圧縮と膨張

簡単な実験を実

演している様子 

高畑専門家が参加

者に対し、指導法

のアドバイスして

いる様子  

勉強会で紹介された実験のサイト： 

WAO Science Navi   http://science.wao.ne.jp/

experiment/ 

Discover Science (NHK)    http://www.daikagaku.jp 

Phet simulations   http://phet.colorado.edu 

MIT OCW     http://ocw.mit.edu/index.htm 

YouTube http://www.youtube.com/ 
http://www.skype.com/intl/en/get-skype/  

http://hicheeliin-sudalgaa.mn
http://hicheeliin-sudalgaa.mn
http://www.youtube.com/
http://www.skype.com/intl/en/get-skype/
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 2012年5月に教育法が改正されたことにより、教員研修の実施体制

は大きく変化しました。本プロジェクトは当初の計画では、2013年2

月末で終了する予定でしたが、プロジェクト終了後の持続性確保の

ために、2013年8月末まで活動することになりました。 

 プロジェクトでこれまで実践してきた授業研究による指導法改善

の手法を新たに設立された教員研修所の皆さんに伝えていくことが

活動の中心になります。 

 6ヶ月間の主要な活動は下記のとおりです。 

プロジェクトは6ヶ月間延長 

住所： Room 406, 4F, Teacher Development Center,  

 Peace Avenue 10, Ulaanbaatar, Mongolia 

Tel/Fax: +976-7012-0503,  +976-9890-0323 

E-mail: jicacctm@gmail.com 

Project Website: http://hicheeliin-sudalgaa.mn/ 

JICA Website: http://www.jica.go.jp/project/mongolia/004/index.html 

JICAプロジェクトチーム連絡先 

活動 時期 目的 

モデル区県で

の授業研究モ

ニタリング 

ボルガン県：3月24～29日 

ザブハン県：4月8～15日 

ソンギノハイルハン区：     

4月15日から 

モデル校における授業研究

の様子を観察し、モニタリ

ングの方法を教員研修所に

勉強してもらう。 

数学および理

科の教材研究

勉強会 

3～5月まで月に1回程度 自主的に勉強を行う組織作

りを行い、授業研究学会

（後述）の基盤を作る。 

研修モジュー

ルと授業観察

シートの紹介 

5月上旬に2日間程度 プロジェクトで作成した研

修モジュール・授業観察

シートを紹介する。 

本邦研修 1. 日本の教育制度： 

     5月に2週間 

2. 教員研修制度： 

  5月下旬から2週間 

1. 日本の教育制度の概要を

学び、モンゴルの教員の質

改善の参考とする。 

2. 教員研修制度を学び2013

年9月以降の教員研修計画

策定の参考とする。 

教員研修計画

策定ワーク・

ショップの開

催 

7月上旬に2日間 

（ナーダム前） 

2013年9月以降の教員研修

計画の策定を行う。 

授業研究学会

第1回大会の開

催 

8月中旬に2日間 モデル校での授業研究の経

験を共有し、モンゴルの授

業研究のついての研究を深

める。 

知見共有ワー

ク・ショップ 

8月中旬に1日間 教員研修計画策定ワーク・

ショップおよび、授業研究

学会の大会結果を紹介す

る。 

エンドライン調査を実施 

 プロジェクトのモデル校14校と、非モ

デル県（フブスグル・ウブス）区（チン

ゲルテイ）の6校を対象に、プロジェク

トの開始時(2010年9月)と、1年半が経過

した2012年4月時点での変化を把握する

ためにエンドライン調査を実施いたしま

した。 

 調査結果から、モデル校における教員

の主な変化として下記が指摘できます。 

・ フェーズ1で開発され、各教員に配布

されている指導書が使いやすく感じら

れるようになった。 

・ 他の教員の授業を観察し、また逆に自

分の授業を見てもらう機会が増えた。 

・ 同僚の教員と授業の組み立てについて

相談する機会が増えた。 

・ 管理職と教員の間で指導法改善につい

て一致した考えがある、とする教員も

増えた。 

 また、モデル県では県指導主事の学校

訪問の回数が飛躍的に増えました。 

 県教育局、校長、学習マネージャに

とっての今後の課題としては、経験の浅

い教員の指導法の改善と、教員養成大学

を出て採用されたばかりの新人教員をど

う育てるかということです。 

 調査を実施したのはモデル区・県の選

定後、わずか1年半ほどですが、県教育

局および学校管理職、教員の意識・行動

には大きな変化があったようです。 

 非モデル県・区の調査対象校でも概ね

モデル校と同じ傾向が見られますが、や

や回答結果にはバラツキがあります。非

モデル県・区の調査対象校も、プロジェ

クトによる地域研修（2011年11月と2012

年11月）に参加しましたが、他県と一緒

で自分の県だけを対象にした研修を計画

して欲しかったという意見が強くありま

した。 

 エンドライン調査報告書はモデル県・

区の教育局、モデル校14校、非モデル

県・区の調査対象校6校に配布いたしま

した。教育文化局及び調査にご協力いた

だきありがとうございました。学校内、

あるいは県内で調査結果を活用いただけ

れば幸いです。  

本ニューズレターは、モンゴルの読者向けに

作成したモンゴル語版を基にしたものです。 
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「子どもの発達を支援する指導法改善プロジェクト（フェーズ2）」 

JICA - コーエイ総合研究所 

目次： 

子どもの発達を支援する指導法

改善プロジェクト（フェーズ2）

が終了します 

1 

計画策定ワークショップを開催

しました 

1 

モデル区/県において授業研究モ

ニタリングを実施しました 

2 

授業研究紹介セミナーを開催し

ました 

2 

本邦研修を開催しました 3 

理科及び算数勉強会を開催しま

した 

4 

子どもの発達－授業研究  

第1回授業研究学会を開催します 

4 

広報活動の報告 4 

日本理科教育学会に参加します 4 

JICAプロジェクトチームより 4 

 2010年4月より、モンゴル国教育科学省と国際協力機

構（JICA）の協力の下、実施されてきた「子どもの発

達を支援する指導法改善プロジェクト（フェーズ2）」

は、2013年8月末をもって終了します。3年半のプロ

ジェクト期間中、協働してくださった方々、協力して

くださった全ての方々に感謝を申し上げます。 

 標記プロジェクトは、「子どもの発達を支援する指

導法を普及する体制が強化される」ことを目標に実施

されてきました。主な成果は下記の通りです。 

 ・プロフェッショナル・チームの結成 

 ・研修モジュールの作成 

 ・モデル区（ソンギノハイルハン区、ボルガン県、

ザブハン県）における「区/県チーム」の育成 

 ・モデル校における授業研究の実施とモニタリング 

 ・全区/県の「区/県チーム」の育成 

 ・授業研究ビデオの作成 

 ・授業研究ウェブサイトの作成  

   http://hicheeliin-sudalgaa.mn/ 

 ・非モデル区/県を対象とする研修・モニタリングの

実施 

 これらプロジェクトの活動

は、教員研修所の活動に組み

込まれ、形を変えて継続され

ていく予定です。 

  

 

開発された 

研修モジュール 

 2013年7月5～6日、教育省、教育研究所、教員研修所、ウランバートル市教育局

などの関係者が一堂に会し、プロジェクト終了3年後の初等・中等教育の有るべき

姿を確認し、教員研修所をはじめとする関係機関のアクションプランを作成する

ワークショップが開催されました。 

 ワークショップでは、プロフェッショナル・チームおよび本プロジェクトで養成

された地方の講師、研修モジュールの活用法についても話し合いが持たれました。

ワークショップの結果は、教員研修所で最終化されます。また、ここで話し合われ

た内容は、各関係機関への提言として取りまとめられる予定です。 

 閉会式では、研修モジュール（基本モジュール、教員用モジュール8教科、管理

職用モジュール、指導法改善を普及する活動のマ

ネジメントハンドブック各700部、教員養成課程

用モジュール50部）が、プロジェクトより教員研

修所に引き渡されました。 

  

計画策定ワークショップを開催しました 

研修モジュール 概要 

基本モジュール 授業研究の基本的理念や方法をまとめたも

の。 

教員用モジュール 物理、化学、「人間と環境」、「人間と自

然」、算数、数学、IT、総合学習における指

導法改善を支援するもの。 

管理職用モジュール 教育局および学校管理職による授業研究実践

を支援するもの。 

教員養成課程用 

モジュール 

教員養成課程において授業研究を扱う講座を

開設することを支援するもの。 

指導法改善を普及す

る活動のマネジメン

トハンドブック 

子ども中心の指導法が求められるようになっ

た背景、本プロジェクト実施を通じて得られ

たマネジメントに関する経験を記したもの。 

ボルガン県の  

研究授業の様子 
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モデル区/県において授業研究モニタリングを実施しました 

授業研究紹介セミナーを開催しました 

2013年5月1～3日、教育省4名、教育研究所10名、

教員研修所関係者21名を対象に授業研究を紹介する

セミナーを開催しました。本セミナーは、「プロ

ジェクトにおいて活用された授業観察チェックリス

トが今後、幅広く活用されるべき」という2012年9月

に実施された終了時評価調査団の提言に基づくもの

です。 

セミナーでは、フェーズ1のモデル校であった第45

学校の経験、研究授業の単元計画、授業計画、どの

ように教材研究を行ったかが紹介されました。その

後、授業観察シートを用いて授業観察の視点を明確

化してから、研究授業の観察、授業の検討が行われ

ました。セミナー最終日には、講師が授業研究につ

いて講義を行い、参加者が前日の研究授業の改善案

作成を体験しました。その後、研修モジュール等プロ

ジェクトの成果品を今後、どのように活用していくかに

ついて話し合いを持ち、セミナーは終了しました。 

モンゴルに授業研究が紹介されたのは2006年のこと。

当初は教員用指導書作成のために実践された授業研究

が、プロジェクトのフェーズ2では指導法改善のツール

として活用されるようになりました。今回のセミナー

は、参加者の授業研究に対する意欲・関心をさらに促進

したようです。しかし、6年間かけて培われてきた理解

や実践を、1日半で習得することは不可能です。また指

導法改善には「完成」はありません。関係者が研鑽を続

けられること、学校教員の方々と共に学び合っていくこ

とが期待されます。 

 2013年3～4月、モデル区/県において5回目となる授

業研究モニタリングを実施しました。ここでは、皆

さんの参考になるような事例および今後の注意点に

ついてご紹介いたします。 

 授業研究のマネジメントについて 

・ある曜日を「授業研究の日」と決めて、隔週で学

習マネージャーによる講義と教員グループによる

教材研究を実施している学校があった。 

・複数の学校で、2011年、2012年の本邦研修参加者

が中心となり、板書とノート指導をテーマに校内

研究を行っている。 

・当該研究授業の準備に携っていない教員が第三者

的に授業観察や検討会に参加し、検討会において

新しい視点を提供していた。 

・周辺の学校の教員と協力し、研究授業を行ってい

る学校もあった。校内に専門を同じくする教員が

少ない場合も、複数の学校の教員が協力すること

で、有意義な教材研究を行うことができる。 

・司会者、授業者、観察者が順番に意見を言うとい

うスタイルに固執せず、注意したいポイントをま

とめたワークシートに沿って行われた検討会も有

意義なものであった。 

 授業について 

・家畜の利用をテーマに行われた研究授業では、保

護者がゲストとして登場し、織物など伝統的な技

術を子どもたちに紹介した。 

・エネルギーをテーマにしたある物理の授業では、

子どもたちに仮説を立てさせてから、それを検証

するために実験を行った。実験器具も天井から吊

るしたペットボトルや電気コードのカバーなど、

身近にある物を利用していた。 

 今後の注意点 

・いくつかの研究授業では、なぞなぞやパズルなど、授

業の本題とは関係のない導入が行われていた。授業の

導入は、授業の内容を考えさせるきっかけとなるもの

でなくてはならない。 

・実験を行う授業ではしばしば、子どもたちが指示書に

従って作業するだけになっていた。最も大切なのは、

子どもたち自身が何のために、何をどのように調べる

かを理解することである。子どもたちが仮説を立てた

り、実験結果を検討する時間を十分確保することが必

要である。 

・子どもたちが既に良く知っていることばかりが扱わ

れ、新しい知識の構築につながらない授業も見られ

た。子どもたちの事前の知識を把握し、指導案に「ど

のような子ども（現状）」を「どのような子どもに育

てたいか」を明記する必要がある。 

・子どもたちの様子を漠然と見ているだけでは、学びを

把握することはできない。子どもたちに学習感想（分

かったこと、疑問に思ったこと、友達の考えと自分の

考えを比べてみて思ったことなど）を書かせることも

一つの方法である。日頃から、1人1人の子どもについ

て気づいたことを座席表にメモしておくという方法も

有効である。 

円を2つ組み合わせて様々な角度を

作ってみる（上：ソンギノハイルハ

ン区） 

指定された点を座標上に取って星を

作る（下：ザブハン県） 
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 2013年5～6月、本邦研修を実施しました。今年は、教育省、教育研究所関係者10名を対象に日本の教育制度に

ついて知見を得てもらうことを目的とした「教育制度コース」、教員研修所10名を対象に日本の教員研修制度に

ついて理解を深めてもらうことを目的とした「教員研修制度コース」の2コースを設置しました。 

「教育制度コース」参加者は、国立教育政策研究所、東京学芸大学、聖心女子大学において日本の教育の概要、

学習指導要領、教員養成課程、社会科教育、教育評価などについての講義を受講したほか、文部科学省、教科書

研究センター、啓林館、稲城市立稲城第二小学校、練馬区立大泉第二中学校、光が丘第一中学校、埼玉大学教育

学部附属中学校、東京都立東大和高等学校等を訪問しました。 

一方、「教員研修制度コース」参加者は、教員研修制度、指導主事の役割、教科教育支援活動、学校計画、授

業研究および教材研究についての講義を受講したほか、世田谷区立桜丘小学校、練馬区立開進第一中学校等を訪

問しました。下記、研修内容の一部を記します。 

本邦研修を開催しました 

 日本の教員の指導法について理解を深めてもらう

目的で、理科および算数の授業見学も行いました。 

・理科：相模原市立中央中学校における中学2年生を

対象とした清水良一先生の授業 

 「気体が発生する化学変化の前後で質量が変化し

ないこと」を実験結果から考えることを目的とした

授業でした。導入部では、前回の授業の復習、本時

で実験を扱うことになった経緯が確認されました。

その後、教員が実際に器具を示しながら、実験の手

順や安全について指導しました。実験後、生徒同士

が話し合って結果を考察する時間がしっかり確保さ

れていました。また、誤りのあった実験結果につい

ては、クラス全体で取り上げて、なぜこのような結

果が出たのかについて皆で考えました。 

・算数：東京学芸大学附属小金井小学校における小

学4年生を対象とした青山尚司先生の授業 

 「4人分のおしるこを作る時、おもち8個を使いま

した。同じようにおしるこを□人分作る時、おもち

何個を入れる必要がありますか」という問題に取り

組む授業でした。児童はそれぞれ、数直線を用いて

解法を考え、それをノートに記していました。授業

の後半では、数人の児童が黒板に解法を書いた紙を

貼り、説明を行いました。教員は1人の児童の説明を

別の児童に補足させたり、ある児童が提案した解法

についてどのように理解したか他の児童に説明させ

るなど、子どもたちの思考を促し、それをクラス全

体で共有する機会をたくさん設けていました。 

 本研修参加者は、教員研修を実施する行政機関と

して下記の2ヵ所を訪問しました。 

・教員研修センター：文部科学省と密接な連携のも

とに、校長、教員等を対象に研修を行い、各地域

のリーダーや研修指導者を育成しています。ま

た、各都道府県教育委員会等への研修に関する指

導、助言および援助等を行っています。 

・東京都教職員研修センター：各都道府県には、県

内の教職員に対する研修を行うことを目的とした

研修センターが設置されています。東京都教職員

研修センターは東京都の公立学校の教職員を対象

に、法律で実施が定められている1年次研修・10

年次研修はもちろんのこと、東京都が掲げた「若

手教員を3年間で育成する」という目標に基づ

き、2年次研修、3年次研修なども実施していま

す。 

 教育基本法および教育公務員特例法には、教員は

絶えず研究と修養に努めなければならないと定めら

れています。また、社会の変化に伴い、教員に求め

られる資質・能力及び児童生徒や保護者のニーズも

多様化しています。日本では行政機関のみが教員研

修を実施するのではなく、学校や教員1人1人もその

責任を担っていると考えられています。 

 本研修では、学校による「絶え間ない研究および

修養」の例として、埼玉大学教育学部附属中学校の

研究協議会を見学したり、校内研究と授業研究に関

する講義も受講しました。 

この日、取り組む問題 

児童の名前が記されたマグネット： 

発言の隣に、発言した児童の名前

が書かれたマグネットを貼っていき

ます。白は1回目の発言、黄色は2

回目の発言です。 

発言の内容： 

黒板上に児童の発言が記載さ

れ、授業の流れを示しています。 



ページ 4 
指導法改善プロジェクト NEWSLETTER 

2013年8月版 第7号 

理科及び算数勉強会を開催しました 

 本プロジェクトでは、研修モジュールや、研修講師の育成などに3年間取

り組んできました。プロジェクトの終わりが近づくにつれ、教員研修を繰

り返すだけではモンゴル全国で指導法改善の定着は難しいという認識をモ

ンゴル側関係者とも共有するようになりました。教員の勤務環境、子ども

の学習環境、教科書の改善や、参考となる教材の開発など多数の課題があ

ります。プロジェクトで培った知識と人的ネットワークはこれらの課題解

決に貢献できると思います。モンゴルの皆さまのさらなる努力を期待して

います。 

 プロジェクトのウェブサイトは今後も閲覧することができますので、参

考にして下さい。 

http://www.jica.go.jp/project/mongolia/004/index.html (日本語) 

http://www.jica.go.jp/project/mongolian/mongolia/004/index.html (モンゴル語) 

 また、2013年9月以降のお問い合わせは、モンゴル授業研究学会事務局、

もしくはJICAモンゴル事務所までお願いいたします。 

JICAプロジェクトチームより 

広報活動の報告 

 これまで本プロジェクトでは

ニューズレターを発行したり、

ホームページに記事を掲載する

などの広報活動を行ってきまし

た。  

 授業の参考となる資料が限ら

れている中で、少しでも皆さん

に役立つ情報を提供したいと考

え、教員新聞に7回に渡り、モ

デル校の研究授業の事例を紹介

してきました。 

 プロジェクト終了後も下記の

ウェブサイトは引き続き活用さ

れていく予定です。授業の例な

ども紹介されています。是非、

訪ねてください。 

http://hicheeliin-sudalgaa.mn/ 

本ニューズレターは、モンゴルの読者向けに

作成したモンゴル語版を基にしたものです。 

 2013年8月15～16日、教員発展センターにおいて「子どもの発達―授業

研究第1回授業研究学会」を開催します。モデル区/県、非モデル区/県、プ

ロフェッショナル・チームメンバーの経験を交換し、モンゴルにおいてさ

らに授業研究を定着、発展させていく基盤を作ることを目的としていま

す。 

 口頭発表では校内研究およびプロジェクトの対象8教科の研究授業33事

例が紹介される他、ポスター発表も行われます。 

 大会の最後には、授業研究の促進を目的としたNGOの設立も予定してい

ます。 

子どもの発達－授業研究 第1回授業研究学会を開催します 

記の通りです。 

 詳細に興味のある方はウェブサイ

トをお訪ねください。 

 第6回勉強会の開催は11月の学期休

み（第1学校にて）、第7回勉強会は1

月の学期休み（第5学校にて）を予定

しています。 

日本では、各自の授業研究実践を

持ち寄り、新しい教材を作ったり、

指導法を検討することを目的とした

教員による自主的なサークルがあり

ます。このような活動をモンゴルに

おいても展開しようと、定期的に勉

強会を開催してきました。 

理科勉強会 

 モンゴル国立大学物理電子工学部

が中心となって、教員や学生を対象

とした勉強会を5月に開催しまし

た。 

算数勉強会 

 ニューズレター第6号で紹介した

第1回勉強会に引き続き、青年海外

協力隊員と共に毎月1回ずつ、2013

年6月までに合計5回の勉強会を開催

してきました。勉強会のテーマは下

日本理科教育学会に参加します 

 2013年8月10～11日、北海道

において「日本理科教育学会第

63回全国大会」が開催されま

す。教育関係者が理科教育に関

する日頃の研究成果を発表する

学会です。 

 プロフェッショナル・チーム

に応募を募ったところ、物理お

よび「人間と環境」チームから

合計3名が、所属機関の予算で

渡日し、同学会に参加、発表す

ることになりました。 

号 教科：授業のテーマ 

211 化学：一族元素と水の反応 

212 数学：平行四辺形の面積 

213 算数：100万までの数 

214 人間と自然：なぜ昼と夜があ

るのか 

215 物理：温かさを知る 

216 総合学習：家畜の利用 

217 人間と環境：モンゴルの絶滅

危惧種 

IT：つなぐ技術 

月 テーマ 

1～2月 分数の加減および台形の面積 

3月 かけ算の導入 

4月 2桁×1桁および何十×1桁  

5月 立体の表面積 

6月 本邦研修の学びの共有と教材の選

び方 

http://www.jica.go.jp/project/mongolia/004/index.html
http://www.jica.go.jp/project/mongolian/mongolia/004/index.html
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